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　部屋は酷く蒸している。宮原彰文みやはらあきふみは怒張した自身を彼の中へ奥深く沈めながら、鼻頭に浮かぶ汗を拭った。六月下旬にしては暑い今日。断熱性の低いこの木造アパートは、室内の気温をあっという間に三十度近くまで上げていた。古い畳がみしりみしりと軋んで、息遣いや粘膜のこすれ合う音に混ざる。

「あっ、ん……は、あ……」

　宮原の腕の下で背をしならせ、細い髪の毛を揺らして喘ぐ瀬川真人せがわまこと。限界まで脚を開かせているので、怒張は根元まで入っていった。動かしてもいないうちからぐにぐにと先端を揉み込む、その健気な収縮を堪能する。本人の意志とも希望とも無関係に、長い年月をかけて開発された体。淫猥な内壁が、宮原を搾り上げるようにせっせと蠢いていた。

「お前、このままでもイケそうな」

　挿入したまま煙草に火をつけ、組み敷いてる瀬川の方へ煙を吐き出す。白く濁る彼を見降ろしながら、揶揄の笑みを作った。嬲る為の言葉に、見合った表情を。

「……無理、だから」

「一人で勝手に動いて、よさそうじゃん」

　天を仰ぎつつ既に濡れている彼自身を、ピン、と中指で弾く。「ひっ」と小さい呻き声が漏れた。先走りでぬるついた指先をその唇へあてがい、口内へと押し込んで、しゃぶるように促す。

「っ……う……」

　瀬川は自らの体液を舐めさせられ、その生臭さにか、味になのか、眉間に皺を寄せた。それでも宮原が望むように舌で指を愛撫していく。

「美味いか？」

「ほんな訳、ない……だろ」

　薄く笑みながら答える瀬川。時折意地悪く指を喉奥へ差し入れ、瀬川を咳せき込ませる。

　不快感を露わにし苦し気にしながらも、決定的に逆らう事は決してない。キスしたくなったけど、指先の心地よさも名残惜しくて、しばらくそのまま続けさせて彼を見ていた。十年前から変わらない、優し気な顔立ち。切れ長の瞳も、皮の薄い唇も、その下の控えめなほくろも……いつもたたえられている柔らかな微笑がよく似合う。一つ一つ自分とは全然違っていて、いつまでも触れていたくなる。いつまでも独占していたくなる。恐らく何百何千回とこの手で確かめてきたけれど、飽きる事も充分だと感じる事もない。

　この男は、決して母に似ている訳ではないのに――何故自分は「あの行為」を馬鹿の一つ覚えのように続けるのだろう。繰り返したところで苛立ちは募るばかり。手に入ったと実感出来るには、あと何が、足りないというのだろうか。

　ジィワジィワジィワジィワ。

　耳障りな音が頭蓋骨にまで届くような錯覚。セミの鳴き声だった。そういえば、今年初めて聞くかもしれない。夏がくる。こんな時間ばかり重ねて、季節が巡る。

　外の音がはっきり聞こえるという事は、反対に自分達の振る舞いもまた不特定多数に届いているという事だ。昼間から男同士で何を、と隣人が眉を顰ひそめるような行為の音。開け放した窓に視線をやる。ここは瀬川の住むアパートであった。大学近くに建てられており、二人の顔見知りも多く住んでいる。築四十年を超えており、窓を閉めていようが音は漏れるに違いない、誰がどうみても「ボロアパート」と称する代物であった。いや、例え防音の部屋だったとしても、自分は窓を閉めてやらないだろう。お前らの大好きな――優しくて穏やかでソツのない瀬川真人は、尻の穴に男根を捻じ込まれて悦ぶ卑しくて可哀想な男だと……知らしめたいのだ。誰も、瀬川に見向きもしなくなればいいのに。欲望は果てしなかった。その癖、瀬川がいないと生きていけない自分自身は誰にも知られたくなかった。露見する事に脅えていた。脅えているなどとようやく自認出来たのはごく最近だけれど……。

「んぅっあっ、あっ……ああっ」

　律動を開始すれば、瀬川の表情が恍惚とも苦悶とも言い難い形へ変化していく。強要している訳ではない、と思い込めるようになったのはいつからだろうか。少なくともこの状態なら、誰が見ても合意にしか思わないだろう。元からの関係性を考えれば、もう十分に満足すればいいものを――何故今もなお、失神するまで止めてやれないのだ。

「まこ」

　二人きりの時だけ宮原は瀬川をそう呼ぶ。彼とのセックスを覚えた中学生の頃から。普段は苗字で呼ぶ為、おとぎ話のように現実味のない秘密の響きがあった。

「……あき、ふみ」

　瀬川が意味ありげに宮原を呼び返した。胸が騒ぐ。責めるような、許されているような響きにいつも惑う。惑いながらも、宮原は「あの行為」を止める事が出来ないでいる。きっと今日も、彼をギリギリまで追い詰めてしまうのだろう。瀬川の瞳は、快楽の涙で潤んでいる。彼にこんな顔をさせている人間は自分だけだ、と言い聞かせる。心は少しだけ満たされるが、同時に不安が穴をぶちぶちとあけて、満たされた分がみるみる流れて出ていってしまう。紛れもなく原因は自分にあるのに、彼を巻き込み続けていた。欠陥を埋めるような瀬川とのセックス。我ながら、動物かと苦笑する程何度も何度もしてるのに、いつまで経っても嘘みたいに気持ちが良かった。

「うあっ」

　挿入が深すぎて、咄嗟に瀬川の腰が引けた。ペニスが抜けそうになる。

「――腰、逃がすなよ」

「……ごめん……」

　パチン、と臀部を叩き、生理的な体の反応を咎めた。思考とは裏腹な態度。幼稚だという自覚はある。

「……う……う、う、んう……」

　理不尽な要求にも関わらず、瀬川は素直に従って自ら腰を押し付け始めた。目を閉じながら深くまで飲み込み、尻をくねらせた。挿入が再び深くなったところへ、宮原は一層自身を押し込む。

「ひ、ぃ……んっ!!」

　悲鳴をあげながらも、今度は体を逃がす事なく宮原の方へ自らしがみついてくる瀬川。どうしようもなく欲望が煽られて、無我夢中で動きを再開した。ギリギリまで引き抜いてから先端まで一気に押し込む。体内奥深くを強く殴打するような鋭さだった。	

「あぐ、うぁ、ひぐ、ううァっ、あき……ふ、っひ、あ、ああ！」

　ぐちゅ、ぐぷ、ぐぽ。準備の為に内部へ施したローションが逆流し、卑猥な音と共に畳へこぼれ落ちていく。

　宮原より一回り薄い背を抱き寄せる。暑さの所為ではない汗が噴き出していた。自分しか知らない匂いの汗。鎖骨に滴るそれを舐めとり、噛り付く。瀬川が腿をひくりと痙攣させて、気持ちがいいと訴える。宮原の陰茎はこの上なく硬度を増した。濡れた肉を突き破りそうだ。彼を貪る事しか考えられない生き物になっていく。

　ああ、衝動が目の前でちらちらする。アレがもう近くまできている為、宮原はとても嫌な気分になった。嫌な気分になるけど、逃げられないのだ。自分はあんなものが本当に欲しいのか、欲しくないのかもう分らない。ただ、どうしても止められない。

　観念して。手元に置いてあったタオルを、瀬川の首に巻く。絞首痕が残らないように。冬場はともかく、夏は服で隠せない為誤魔化しが利かないのだ。

「あ、う……」

　人形めいた、ぎくしゃくした動作でタオルの上から首筋に手を這わせていく。そっけない、乾いた布の感触に寂しくなるが、凍ったように冷えている指先が少し温まり、勢いを、生命力を得た。ここまで来てしまえば、後戻りする気にはならない。あの快さを直前にして脳がびりびりと興奮しだす。

「ぐっ……ぶ」

　喉がひしゃげたような呻き声。更に力を込めて締め上げればギリギリと命が軋む音が響く。恐ろしいと思うのに、心が溶ける程に救われる。

「まこ……」

　これは、間違いなく愛おしさと呼ばれる感情だろう。もう何年も前から瀬川に抱いている。そして、これ以上に愛が報われる瞬間はない。手の内で、好きな人の命が揺らめている。征服欲や支配欲といった言葉だけでは片付けられない充溢じゅういつ。眼前の彼が揺れているが、痛ましい程震えているのは宮原自身だった。

「うぐ、うう……っううーーっ」

　瀬川の表情から知性や理性が消えていき、苦しみから逃れたいと叫ぶように指先が宮原の手の甲をひっかいていた。カリカリ、カリカリという弱々しい抵抗。でも、やめてやれないし、やめる必要もないと言い聞かせる。頬だけではなく顔面中、耳まで赤く染まっていく。目玉はこぼれそうに大きく見開かれて、口の端から涎が溢れ、筋を成している。人当たりがよく、けれどどこか控えめで聡明な瀬川。丁寧に作られてきた彼という人間が脆くも壊されようとしていた。

「ふっ……、はあ……、ああ……」

　宮原はひたむきに腰を振っていた。大きくスライドする余裕は持てず、まるで犬のようにねちねちと中を細かく掻き回す。挿入されっぱなしになった自分用の穴は、その周辺の襞が伸びきっている。

「ヒッっ……ぎぃ！」

　瀬川の喚声は恐怖ばかりではない、確かな愉悦を滲ませている。証拠に彼自身は一向に萎えていないのだから。そうなるように、刷り込んできたのだから。忘我の境地に飛ぶ事が叶わない宮原は、それに励まされ息を吐く。陰茎のごとく立ち上がった乳首に噛みつけば、瀬川の全身がびくびくとしなる。

　性器だけではなく全身が快楽に侵されていた。正確に瀬川の首を締め上げる指先も、彼を捕らえる眼球もボタボタと滴る汗すらも。ヒタヒタに、毒漬けにされている。恋しい男の体内に射精したいという本能的な欲望だけが純粋だった。

「っが、はあっああっ、あっ」

　手の力を少し緩める。瀬川の体は健全に息を吸い込み、大きく咳き込んだ。咳き込む度に奥がぎゅっと締まって宮原を愉しませる。その感触を味わいながら、涎でぐっしょりと濡れた彼の口元を舐めあげていく。そうしながらも弱々しく律動は続ける。

　これは解放ではなく、行為を長引かせる為の小休止だった。

「あきふ、み……もっ……」

「もう？」

「もう、イキたい……っ」

　素直な嘆願。けれど意地悪く瀬川の腿の付け根に手を伸ばす。そっと、くすぐるように。それだけで彼の性感が上昇すると知っていた。

「あっん……、ん……、ぅ……」

「お前、ここ好きな」

　どこもかしこも開発したのは宮原である。その中でも背中とここは瀬川の好むポイントだった。

「あ、やだ……もう、やだ、早く……お願い」

「やだ？　ずっと突いて貰えて嬉しい、だろ」

「やだぁ……、もっ……う」

　やはりまた逃げようとする腰。咎める意味も込め、もう一度絞首する力を強めた。そうしながら、先端を瀬川の中に押しつける。張りきったエラでゴリゴリと、彼の泣き所を際限なく責め抜いていく。

「うっ……ぐっ……ぎぅ……」

　頸動脈を締め付けられる痛みと酸素不足。瀬川がまた壊れそうに追い詰められて苦し気な呻き声を漏らす。宮原も限界が近い。律動の激しさに比例して、締め上げる力も更に強まる。殺してしまわないか、というごく当たり前の心配が、上り詰めていく安堵に塗りつぶされる。

　可哀想なまこを見下ろしながら、宮原は瀬川の奥深くで達した。びゅうびゅうと欲望を吐き出す瞬間、首筋をぐるりと握る指先に最大限力が入った。「ぐえっ」と潰れたような声が遅れて耳に届き、腕の中の瀬川をそろそろと確認する。今にも白目を剥きそうな表情に法悦ほうえつを覚えた。指先をそこから離していく。すると、彼の陰茎は薄い精液をとろとろと漏らし始めていた。勢いのない射精をやり過ごすようにひくひくと四肢が小さく跳ねる。びしょびしょのペニスを握り込めば、焦点の合わない瀬川の瞳が大きく瞬いた。

「あ、うひぅっ……」

「だから逃げんなって。よくしてやるよ」

「うぁ、……ああ……ん、も……イった、ばっか、……だから……」

「またイケよ」

「も、いい、……やだ……いいっ」

「イイのか嫌なのか、どっちだよ」

　くっと笑みを浮かべると共に、上下へ乱暴に動かした。するとまた勢いなく吐精が起こる。それに合わせて、挿入したままの自身を、瀬川の内壁がぎゅっぎゅっと締め上げた。射精後の刺激は最早くすぐったいような、疼痛をもたらす。その感覚に、宮原はまた笑った。

「あ、うう……、うーっ」

　意味をなさない呻き声を漏らし、首を横に振る男が可愛くてたまらない。どこもかしこも押し潰してしまいたくなる。どうして好きな人を殺さなくてはならないのかは分からないが、そうしたい欲求は何年にも渡って蓄積している。殺す瞬間を欲している癖に、彼が息をしていない世界については考えたくもなかった。途方もない矛盾。この欲望は間違っているのだ。分かっていても自制が難しい事に変わりはない。

　許されない妄想と現実の痴態を重ね合わせながら口づけを落とす。が、舌に吸い付いても一切の反応が返ってこない。ふと視線を落とせば……瀬川はいつのまにか意識を手放していたようだった。

「……まこ」

　挿入を解かないまま、茶色に染め上げられた髪の毛を梳すく。死体と見間違う程の白さで失神する彼を可哀想に思いつつ、その美しい姿を写真におさめようとスマートフォンを手にしていた。カメラ用フォルダには、瀬川との情交を撮影した写真や動画が大量に保存されている。こんな風に、気絶している彼をじっくり観察しながら撮ることもあるし、行為の最中カメラを向ける事もあった。けれど最近は明らかに前者へ傾倒している。意思ある時の彼が、一体どんな表情で自分を見ているのか。客観的に記録することが怖いのだ。

　ここ半年程――瀬川は徐々に自分と距離を置こうとしている。二人の関係に、終止符を打とうとしている。

　最初は気の所為かもしれないと思い込める程度の疑念に過ぎなかったが、今や確信へと変わりつつあった。宮原から連絡する事はあるが、瀬川からメッセージが来る事はなくなった。露骨に無視されはしないが、連絡がつかない時間が増えた。命じればそれなりに従うが、時折諦めたような表情を浮かべている。以前は放っておいても、宮原と時間を共有したがっていると分る言葉や態度を、いくらでもくれたのに。

「彰文、時間割決めた？　あ、木曜午後空きなら俺もそうする」

「バイトのシフト希望出すから、彰文のバイトの日教えて」

　――なんて。いちいち確認して合わせてくれていたが、ここ最近では予定を聞かれた覚えすらない。宮原以外の人間と親しくしている事も少なくないし、他にも……ちょっとした仕草、言葉から、宮原を遠ざけるようなニュアンスを感じている。

　本当なら、もっと前から避けられても当然の行為をしてきているのだが、何故か自分達は一見均衡を保って、いっそ親しい間柄と言えただろう。寧ろそちらを奇跡と思うべきか。

　大学も三年目である。気の早い話だと思ったが、来月には就職ガイダンスが学内で開かれると聞いた。卒業後の進路や就職について計画しなければならない時期だ。もっとも、瀬川は以前から小学校の教員を目指しており、入学前から既に具体的な展望があるだろうが……周囲が就活就活と騒ぎ始めればリアリティが一層強まるかもしれない。つまり――普通の価値観を持っているのならば、将来この異常な関係は大きな枷になる――宮原彰文という存在が邪魔になる――という結論を出すに決まっていた。

　瀬川に、切り捨てられる。持っていてはいけないモノとして、適切に処理され始めている。

　にわかに現実味を帯びてくる、恐ろしい予感。

　だったら――もう、止めればいいのに。もう脅迫めいた暴力は振るわない、と誓ってみせれば……瀬川も考え直すかもしれない。何より、自分の中の疑念や後ろめたさが和らぐだろう。

　分り切った事を、いつまでも実行出来ないでいる。深い失望を何度も味わう。物言わない瀬川を抱きしめても、一人よがりでしかなかった。

　虚しさと寂寥感に耐えられなくなり、追ってくる眠気に体を明け渡した。






＊＊＊






　宮原家と瀬川家は親戚同士であった。他人に近い遠縁であったが、駆け落ち同然で結婚していた瀬川の母は夫の死後他に頼れる身寄りがなかったようで、今から十年程前宮原家一戸建ての近所にわざわざ引っ越してきたのである。元々裕福でなかった瀬川家は母子家庭となってから益々層困窮していた。宮原の父は資産家の長男で自身も外資系証券会社に勤務しており金には困っていなかった為、妻に内緒で度々彼女を援助するようになった。瀬川の母は、美人ではなかったが開けっぴろげな自由さが魅力的であり、杓子定規で干渉的な妻に飽き飽きしていた宮原の父が彼女に惹かれる事は、ごく自然な流れであったと言える。深い仲になるまでに時間はかからず、出張の多かった宮原の父は一層家を空けるようになっていった。つまり宮原と瀬川は、親同士の不倫によって縁を強く引き寄せられてしまったのである。

「お父さん、しばらくはずっと帰りが遅いから」

　当時、母はポツリと宮原に告げた。

「どうして？」

「私が足りないからよ。だから、もっと頑張らないといけないの」

　鬼気迫った表情で――でも宮原の方を見ず呟く母が怖くて、それ以上は聞けない。けれど、もう一切に気が付かないでいられる程宮原は子供ではなかった。自分の父と瀬川の母がどういった関係にあるのか次第に理解していった。

　醜聞で溢れる世間を鑑かんがみれば、そう珍しい話ではないかもしれない。ただ、少し変わっていたのは母が父と愛人のセックスを盗聴していた点。かつ、それを息子である宮原にも聞かせていた点である。

　母は元来分をわきまえた、真面目な女で、父との仲も宮原が小学校にあがる頃までは良好と言えた。殊更仲睦まじいとも言えなかったが、宮原は違和感や不安を覚える事もなく、平穏に、すべてを信じて生活出来ていた。

　けれど父が出世し、出張が増え始めた頃から、均衡は脆くも崩れていった。父は長時間労働や職場の人間関係に疲れ、自室に籠るようになったのである。仕事の忙しさゆえのすれ違いだったが、世間知らずの母は、原因を自分に求めた。いちいち夫の関心を引こうと豪勢な手料理を振舞ったり、派手な下着をつけて誘ったりして父を弱らせた。当然、父は余計に母と顔を突き合わせたくなくなり――結果、瀬川の母と愛人関係を結んでしまったのである。母がその時点で本来の原因に行き当たればよかったのだが、「愛人にはあって自分には足りない魅力が何であるか知りたい」という方向に発想が及んでしまい、挙句の果てに「愛人との情事を録音する」という奇行へ走ってしまったのである。

　母は、夫と彼女の愛人生活を長きに渡って録音し、教科書のごとく参考にして日夜「勉強」に明け暮れた。父からの愛こそが人生の命題であり、放棄する等考えた事もなかったのだろう。しばらく知識を吸収していた母は、そのうち「実践練習」を求めるようになった。そうして罪悪を感じる風でもなく、問題解決にあたって「練習相手」として宮原を選んだのだ。宮原でなければならなかった訳ではなく、思う儘に動かせる手近な男が宮原しかいなかったというだけの話である。

　――バシッ！

　――うっああ……！　あなた、いいわ、もっと……！

　――うるさい女だな。俺に指図するんじゃない。

　――うぐうっ、ぐぶっ……！

　――びしょびしょに溢れてきたぞ。こんなことでイったのか？

　――ひっ……ぐ、あっ、ううっあな、たぁ、がはっ……っ

　聴いてはいけない、と本能的に感じる音声が再生されていく。

　はじめ、荒々しく怒鳴りながら女に乱暴する男が――これが父なのだと理解するまで時間がかかった。普段無口で大人しい父とはまるで別人であるし、思い当る声が聴こえてきても、別人だと思いたかった。

「これ、何？」

「お父さんと瀬川さんでしょう。分からない？」

　けれど母が事も無げに答え、追い打ちをかける。更に聴けば聴く程、宮原が普段父と呼ぶ男のそれでしかないのだった。

　まだ幼い宮原彰文の耳を、思考を穢していく。丁度、思春期にさしかかろうとしている年齢であったので、その穢れは素早く全身を侵していった。

　二人のセックスには腹や尻を殴ったり、首を絞めたりする暴力的な行為が恒例に組み込まれており、到底ノーマルとは言えない。宮原は小学生にして同級生とＡＶ鑑賞会に興じた事もあったが、その時に見た映像とは比較するまでもなく彼らの性交は常軌を逸していると分った。音声だけだからこそ、望んでもいないのに想像力が掻き立てられてしまうのだ。

　小型盗聴器は、父のスーツ、ネクタイ、鞄など毎日異なる場所に仕掛けられていた。露見しない為の努力として小まめに位置を変えていたのである。本当は録画したいと漏らしていたが、父にバレて「勉強」が続けられなくなることを恐れ、最後まで盗聴にとどまっていた。そんな判断能力だけはうんざりする程正気で、「勉強」は根気よく継続された。その異常としか言えない程の生真面目さこそが夫を自分から遠ざけているのだ、という根本的な原因は理解出来ないままに。

「彰文。教えた通りにして頂戴」

　宮原に、録音した彼らの情事を聴かせ、更に勃起を強要した上で、父と同じように振舞えと言いつける母。痕が残る程殴るように、失神する程首を締め上げるように、と。宮原の役割を説明する。それをいかに、愛らしく、女らしく受け止められるか苦心しているらしかった。

「彰文。お母さん、どう？　可愛い？」

　可愛い筈などない。この女は、本気で聞いているのだろうか。母親を性的に可愛いと感じる息子がどこにいると言うのだ。

　母は、間違いなく精神を病んでいた。けれど、父の仕事の都合から郊外でひっそりと暮らしていた環境もあり、母の異常性に気が付く人間は彰文以外に居なかった。或いは、父だけは気が付いていたのかもしれなかったが、蛇のように付き纏う母も、自分に懐かない息子も、仕事で疲れている彼にとっては些末な――いや寧ろ疎ましい存在でしかなかったのだろう。

　気味の悪い行為を避けようと必死で抵抗しても――うまい言い訳を考えても、所詮はすべて小学生の知恵である。狭い家の中、絶対的存在である保護者に強要されては逃げ切れる訳もなかった。それに、何より昔は母が好きだった。母に好かれていたかった。母を否定したくなかった。誰にも相談しないで母の願いを聞いていた。母を裏切った父を憎んでいたので、彼に相談することは有り得なかった。

　母を自ら痛めつけるなどそう簡単に出来る暴挙ではなく、最初、宮原は何度も「失敗」した。中途半端に終わってしまった時、母から叱責される事はなかったが、彼女の失望はあからさまだった。

「お父さんじゃないから、仕方ないわね」

　温度の無い烙印に、宮原は酷く傷ついた。母に愛されていると実感できた事は一度もない。うまく出来れば「イイ子」、ダメならどちらでもいい、その程度の……道具同然だろう。

　繰り返されるうち、肉体的な感覚は麻痺していく。宮原の意志に関係なく、おぞましい技術が向上していった。反比例するように心は敏感に荒んでいくが、母から一度でも気にかけて貰えた事はなかった。

　幸い、彰文の男性器はまだ発育中で、父のソレとは似ても似つかなかった為「実践」に使われる事はなかった。もし、父の代わりになると判断されれば、そこを使っての練習も言いつけられたに違いない。そうであれば自分は勃起不全になっていただろう。母に言われるがまま従って暴力を実行していた自分など、ずっと昔の過去であるのに。今も宮原の細胞一つ一つを動かす根本に溶け込んでおり、それだけを取り除く事は最早不可能となっていた。生涯癒えない癌。完治はとうに諦めたが、それでも毎日を生きていかなければならなかった。










　鈍い頭痛と共に目を覚ます。反射的にスマートフォンを手に取った。時計は十四時過ぎを示している。ぐらぐらする視界のまま上体を起こして家主を探せば、玄関近くに立つ瀬川が認められた。

「あ、おはよう」

「……ああ」

　目を覚ました宮原を見降ろし、瀬川が苦笑しながら髪の毛を掻き上げる。どういう意味の笑みなのか分らなかった。寝起きの働かない頭で考えてみる。

　――今日で、四日目だ。

　ここのところ、連日瀬川のアパートに入り浸っている。昼も夜も、部屋に居座って、暇さえあれば彼を犯す。そんな自分に嫌気がさしているのだろうか。早く出ていけ、と思っているのだろうか。それ以前に、出来ればもう会いたくないとさえ考えているだろうか。

　昨晩も、塾講師のバイト帰りで疲れている瀬川をしつこく責め抜いた。少し眠って、明け方目が覚めればまた挿入し、気絶するまで抱いた。そもそもこの長年強いてきた暴力とセックスは、いつからが合意を孕むようになり、いつまでが純粋な脅迫のソレだったのだろう。もしかしたら、今も彼にとっては後者でしかないのかもしれない……と、考えた事がない訳ではない。ただ、問題なく続いている限りは深く追求する必要もなかったのだ。

「出かけんのか」

「うん」

　それ以上説明はなかったので、彼が何の用事で出かけるのかは分からない。少年の頃から知っている筈の横顔は、いつの間にか大人びて、近頃は宮原の知らない表情を浮かべている。広めの額……すっきりとした鼻梁、柔らかな眼差し。少し細い顎が中性的な魅力を思わせるが、四肢は頼り甲斐さえありそうな程すらりと成長していた。

「……じゃあ、行ってくる」

　言葉少なに、足早に。瀬川は出かけて行った。ガチャリ、と施錠の音が部屋に鳴り響く。まだ痛むこめかみを指先で押さえながら、ふらりと立ち上がる。シャワーを浴び、軽食を摂った痕跡があった。

　そういえば今日、瀬川は四限から授業が入っていた、と思い出す。

　教えて貰ったのではなく、宮原が勝手に瀬川の時間割を確認し把握しているのだった。

　あんなに、激しく抱いたのに。瀬川は自分より早く目覚めて、何食わぬ顔で授業に出席するのだ。情交の後をさっぱりと洗い流し、尻に出された精液までも自ら綺麗に掻き出して。焦燥感に似た欲情を覚える。どんなに自分を注ぎ込んでも、瀬川は瀬川の生活やペースを崩さない。いつでも穏やかで、冷静な優しさを忘れず、それでいて勤勉である。すべきことを見失わない。宮原よりずっと強くてタフであった。

　まるで、瀬川の気を逸らす為に毎晩抱いている気がした。余計なことを考えさせないように。変化や終わりを起こす為に必要な気力を、根こそぎ奪うように。あるいは……これは監視か。二十四時間、彼を見張り、逃げ出す素振りを見せたらすぐに捕らえて、二度とどこにも行かせない。閉じ込めて、その檻の中では何でも与える。食べ物も、小さな自由も。――そうだ、本が好きな彼の為に色々買い揃えよう。瀬川の読書趣味は文学、ミステリー、恋愛モノ、と非常に幅広いが、特に時代小説が好きだと言っていた。時間を忘れて読んでしまう、と。シリーズで揃えて、退屈させないようにしてあげたい。

「有難う、彰文」

　檻の中で、瀬川がにっこりと笑う。誇らしげに笑い返す、安穏とした自分。

　あまりにも陳腐な妄想だった。緩慢な動きでスマートフォンを片手で弄り、瀬川とのＬＩＭＥ履歴を開いた。歯止めをかけるように。

　大学に入学したばかりの頃は――先に出かけた時など必ず律儀に一言メッセージが送られてきていた。今日は何時に授業が終わるだとか、バイトが入っているだとか。改めて考えてみれば、同棲しているカップルのように、マメに一日のスケジュールを告げてくれていたのだが……いつからか、届かなくなってしまった。関係性が親密さを増したゆえの慣れであろう――と楽観的に思えないのは、自分に問題があり過ぎるからだった。

　立ち上がり、台所の蛇口をひねる。白い水垢のついたグラスへ水道水を無造作に注いだ。ごくごくと飲み干す。一人でこの部屋に居ても、碌なことにならない。宮原も出かける準備を始めた。合鍵を使ってドアを施錠し、アパートを後にする。










　十五分もしないうち大学に到着し、中庭の喫煙スペースへ向う。ここに行けば、いつも誰かしら知り合いに会うのだが……案の定飲み会で知り合った河田梓かわたあずさが既にベンチへ腰掛けていた。重くないのかと心配になる程豪快なつけ睫毛をバサバサさせながら、スマートフォンの液晶に見入っている。が、すぐに宮原に気が付き顔をあげた。ぐりんぐりんに巻かれた栗色の髪の毛が揺れる。

「やっほー、アキ」

　さして親密な仲でもないが、殊更親し気に話しかけられる。

「うける。こんな時間から来たんだ」

　宮原はぞんざいに「寝てた」とだけ答えたが、いかにも面白い話をしてやったのかと錯覚する程河田は大袈裟に笑った。

　いつも、こうだった。中学、高校、そして今も。父親の築き上げた財力目当てなのか、容姿の為か。いずれにしても宮原と関係を結ぶ事に何らかのメリットを感じて、取り入ろうとする人間が自然と現れてきた。宮原から特別働きかけなくとも、必ず。けれど彼らが本気で自分に対し心を砕くことなど決してないのだろう。二十年以上の人生を経ても「友達」「親友」という言葉は机上の空論にしか思えていなかった。彼らの資質の為なのか、それとも宮原自身がそうさせているのか分らなかったが、いずれにしても宮原の人間関係は瀬川において以外ごくごく単純で、孤独だった。

「聞いてよ。昨日、Ｎ医大と合コンだったんだけど、葬式か？　ってぐらい盛り上がんなくてさ」

「へえ」

「向こうも悪気ないっていうか。頑張りだけは伝わってきてよけー微妙。仕方ないから、すっごい飲んで騒いであげたんだよね」

「お前に騒がれたって盛り上がんねぇだろ」

「えー、めっちゃ笑いとったし」

「は。何しに合コン行ってんだ」

「今別に男欲しいとかはなくて。気晴らしかな」

「気晴らし？」

「就活就活ーってさ。三年なってから周りもがっこもうるさいじゃん。仕方ないんだけど。そのうち毎日朝から晩まで働くようになんのかと思うと、考えるだけでマジ疲れる」

　宮原も大体似たような見解であった。瀬川と違って、将来について希望も展望もない。やりたい事の無い人間からしてみれば、労働など面倒事の一つであり、その面倒事にほとんどの時間を奪われるようになるなんて。考えるだけで、マジ疲れる。せめて給与ぐらいは可能な限り多く頂きたいものだ。どんな仕事にも面白みを見出せる自信はないから、就職先を選ぶ基準はその一点と、あとは知名度や外聞。なんて、つまらない価値観だろうか。自分は、数多いる低品質な人種の一人に違いなかった。何年も前から就きたい職業を決定し、夢に向け意欲的に努力する――そんな高尚な人種は少数だろうが、瀬川は明らかにそちら側へ属していた。

　彼の長所を見つける度、宮原はいかに自分が空っぽの人間であるか思い知らされる。狭く暗い部屋へ追い詰められていく。そうして、出口を求める要領で彼に一層依存していくのだ。

「そうだ。今日フォルチェ行くけど一緒にどう？」

　フォルチェは、しょっちゅう顔を出しているパブ風の居酒屋だった。宮原が渋い顔をすると河田が続けて口を開く。

「ケイくん達も行くって言ってたよ。せっかくだしアキも行こうよ～」

　ケイくん。よく喋る男だった気がするが、顔は思い出せない。行ったところで空虚に時間が過ぎるだけだが、いちいち頑なに断ったところで、その分の時間を有意義に使える自信などなかった。自分のやりたい事も、得意な事も分からず、だからとりあえず集まって意味を見出すのだろう。宮原自身もまた、同じ動機で何度か顔を出していた。

「気が向いたらな」

「えー、どうしたら向くの？」

「さぁ」

　河田が媚を含んだ目でこちらを見ている。男は不要だと言っていたが、寝るだけの相手なら邪魔にならないのだろう。

　宮原は自分から積極的に女と寝たいと思う事はなかったが、人生において女を全く抱かない期間はほとんど無いに等しかった。放っておいても女の方から誘いをかけてくるのである。分かり易い彼女達は、あの女よりずっと健全でサバサバと清々しい。……女と対峙すると嫌でも母親と比べてしまっていた。死んだ女にいつまで囚われているのか。宮原が彼女の葬式で泣く事はなかったし、死後同情心を抱いた事もない。忘れられないのは、母親だからだろうか。同じ血が流れている……と思い出しては、全身を斬り裂きたい衝動に駆られた。

　夕方と言える時刻に差し掛かってきたが、あたりは奇妙に明るく、風は生ぬるい。過去や自分から逃れたくて、瀬川へＬＩＭＥメッセージを送る事にした。「終わったら来い」と短く送る。送った傍からチカチカと不安が育った。すぐに返信が来るか、何時間も何日も返って来ないか。女々しくメッセージを待ってしまうと解っていたから、送れないでいたのに。送信した直後からその事で頭がいっぱいになる。

　幸い、今回はすぐに既読マークがつき、直後おどけた猫のスタンプが送られてきた。「中庭？」と尋ねられたので、「そう」と答える。猫は笑っているが、瀬川が同じ表情をしているかはわからない。

「彰文」

　程なくして、頭上から聞き慣れた声が降ってきた。顔をあげる。果たして瀬川が背後に立っており、ナチュラルな笑みを浮かべて立っていた。

「あ、真人くんだあ」

　煙草を吸っていた河田が自分より早く瀬川に声をかけ、瀬川も愛想よくそれに答えている。

「梓ちゃん、久しぶり」

　瀬川の声は優しく響き、梓、という河田の名前がとても愛らしく思える。

「だっけ。真人くんいつもバイトとか授業とか忙しそうだもんねー」

「そうかな。梓ちゃんも忙しそうだよ」

「あはは。飲むのに忙しいっつーかね」

「そうなの？　お酒、強いんだ」

　誰にでも簡単に贈られる、極上の笑顔。自分にだけ向けてくれればいいのに……、という分かり易い嫉妬心をもう何年も燃やしていた。

　宮原の人間関係は中学高校今現在とさして変わりないが、瀬川は１８０度違う。昔はもっと引っ込み思案で――友達と呼べる人間どころか挨拶を交わす知人すらもいなかった。
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　宮原と瀬川が出会ったのは、彼らがこちらへ引っ越してきた時期……今から十一年前である。互いに小学生であった。

「ほら、真人もちゃんと挨拶して？」

「……よ……よろしく、お願い……します」

　隣に越してきた瀬川家が母子揃って挨拶にやってきたその時。宮原も父母に連れられて彼らに対面した。しかし見るからに違うタイプ同士の子供だったので、家が近い、小学校が同じ、という材料だけではとても親しくなれなかった。もっと幼ければ自然と打ち解けたのかもしれないが、お互いもう小学校高学年で、微妙な年頃にさしかかっていた。更に宮原が私立中学に合格した為、中学は別々になり完全に距離が開いた。互いの父母が愛人関係にならなければ、二人の交遊はあり得なかっただろう。

　瀬川の通う公立中学には知り合いがいたので、そちらを経由して彼が学校でどういう立ち位置か聞いてはいた。黒く分厚い前髪に覆われた眼はいつも泳いでいたし、誰かが話しかければ大袈裟にどもってまともに返せない。どうやら、中学時代は密やかないじめにあっており教科書や体育着が無くなっているといった事が常態化していたらしい。それでも、ただひたすらじっと耐えている暗い奴……宮原にとって何の利用価値もない虫のような男児だった。

　あの日、彼の体へ心へ、理不尽な八つ当たりをぶつけるまでは。






　瀬川との関係が劇的に変わったのは、母に「練習相手」を強いられてから一年程経った頃だった。段々と自分の「不幸の元凶」である女が産んだ、憎たらしい存在へと変化していったのである。卑しくて、汚らしくて、叩き潰すべきウジ虫――。子供じみた八つ当たりでしかないとどこかで分りながらも、その考えに取り憑かれていく。少しずつ内部に溜まっていく膿は宮原自身をも飲み込んでしまいそうな程体中をドロドロにしており、居てもたってもいられなかったのだ。自分が自分でいられなくなりそうで、懸命に吐き出し口を探していた。「瀬川に自分の醜悪さを認めさせる」と間違った使命感で覆い隠し、彼にぶつけてしまわなければ――その恐怖に押し潰されてしまっていただろう。

　前触れもなく、帰路につく瀬川へ声をかける事にした。中学一年の冬――だった筈だが、全身がカッカと火照って、まるで寒さを感じなかった。ただ、息遣いは荒く、彼を待ち伏せている間、ハァハァと自らの白い息が煩わしかった事を覚えている。

「よぉ」

「え……？　み、宮原くん？」

　声をかけるなり、瀬川の腕を掴み、威圧する。学ランを着込んでいるが、異様に痩せているとすぐに分った。骨ばって頼りなく――もう少し力を込めれば折れてしまいそうだ。自分よりも明らかに弱い生き物。宮原は満足げに続けた。

「お前ん家、行くから。案内しろ」

「えっ……え？」

「早く歩けよ」

「な、なんで？」

「いいから、行け」

　短く用件だけ伝え、強引に彼の家へ案内させる。

「何で？」「どうして突然？」と、戸惑った表情をいつまでも浮かべる瀬川だったが、口に出して逆らう事もしなければ、急に逃げだそうとする素振りも見せなかった。宮原の言葉に諾々と従う。

　程なくして、瀬川の家の前に辿り着いた。その時までは、こんなに古いアパートが近所にあることさえ宮原は知らなかった。いや、目に入った事はあっても、人が住んでいると認識していなかったのかもしれない。ひび割れた灰色の外壁を濁った緑色の蔦が這いまわっており、貧乏臭いを通り越して不気味であった。

　流石にすんなり中へは入れてくれず、瀬川はしばらくドアの前に佇む。

「鍵、あけろ」

「……でも……、うち、宮原くんちみたいにキレイじゃない……」

「うるせぇな。早くしろよ」

「……分かった」

　彼は面白い程従順で、儘ならない宮原の日常の中で、宝石みたいに貴重であった。

　ギィ、と立てつけの悪くなったドアをあける。狭く、みすぼらしい玄関。一歩進めば、女物のスーツやティッシュ箱や調味料が一緒くたに雑然と並べられており、入って早々に落ち着かない。すえたようなに匂いのする茶の間をどかどかと目指し、中心に座る。

　瀬川も、宮原の隣、少し距離を空けて座った。何を言われるのか、びくびくしながらも待っているらしい。

「お前、自分の母親が何しでかしてるのか、解ってるのか」

「……ご、ごめんなさい……」

「ふぅん」

　どうやら、彼らの愛人関係には気が付いているらしい。母親の悪行を本気で悪いと思っている様子で謝られ、気分がスっとする。瀬川は何も悪くないのに。それでも、もっと気持ちよくなりたくて、彼の胸倉を掴んだ。

「ひっ！」

「あの女、うちの親父たらしこんで、金引っ張ってやがる。お前はその汚い金で生活してるんだぜ」

「…………うう……」

「よく平気なツラで生きてられるよな」

「へっ平気じゃない……！　本当にごめんって、思ってる……でも、お母さんの事だし、俺には……どうしようも、なくて……」

「口先だけだな。だったらお前、俺ん家来て、毎日土下座でもしろよ」

「それは……」

「そこまでは出来ないって？　所詮お前のごめんなんかその程度だよな」

「そうじゃないけど」

「コレ、聴いてみろよ。どんだけヤベェか解るだろ」

「え？」

「でも聴いたら、土下座より死にたくなるかもな」

　事態を把握出来ていない瀬川に向けて、例の……母の盗聴によって録音された「あのシーン」を再生させる。データは母のパソコンで管理されている為、持ち出しは容易であった。

　コレがどんな光景をおさめた音声なのか、説明すれば瀬川は顔を青ざめさせた。どうしてそんなものがあるのか、と問われたので、「母が探偵を雇って盗聴させている」「そのうち慰謝料を請求するつもりだ」と嘘を吐いた。ドラマか何かで得たハリボテの知識だったが、瀬川は信じ込んで、益々顔色を悪くした。慰謝料、という言葉によってだろうか。けれど、そんなモノで解決できる程簡単な話であれば、宮原がここまで追い詰められる事などなかった。少なくとも、わざわざ音声データを持ち出し、お化け屋敷のような家に出向き、彼に謝罪を求めるなんて、荒っぽいやり方で自分を取り戻そうなど浅はかな考えには至らなかった。

　――ああああああんっ

　始まって十分程はとりとめのない日常会話が続いていたが、しばらくすればその異常性が露骨に氾濫する。

　――あなたっ！　もっとっ……、もっ……と、絞めてええ……っ

　――お前みたいな女の相手、してやってるんだ。もっと感謝しろ。

　――あっああっありが、とござっい、ぃうううっう、うぐっう

　――聞こえない。言い直せ。

　――っぐ、うぶう……あっ、ぎ……い、いぐっうっうううっ！

　――こんなことで漏らしやがって。そんなにイイのか？

　――いっいぎっ……あな、たっ、もっ……イっぎぐうっっ

　ぐじゅ、ぐぷ、ぐじゅううう、というだらしない水音をＢＧＭにして、行為の全容が明らかになってく。

　宮原の父は終始高揚を抑えた口調で瀬川の母を責めていたが、彼女は壊れたオモチャのように外れた叫換をひっきりなしにあげており、とても理性ある同じ人間だとは思えない。パンパン！　と肉がぶつかり合う音、恐らく柔らかな肌を殴打する音。それらを悦びに変える、獣以下の女。聞くに堪えない、地獄のような汚らわしさが音声だけでもはっきりと伝わってくる。

　全部で五十分程あるデータだったが、宮原は全部聴かせてみせた。すべて聴き終える頃には、瀬川は死人のような白さで全身を震わせていた。

「お前の母親、すげえだろ。尻叩かれたり首絞められたリして喜んで」

「あ……ぅ」

「気持ちわりぃ」

　瀬川は震えを止められないまま黙って俯いていた。他人との性体験が皆無――といったタイプだろうが、中学生ともなれば知識だけはあるだろう。どのようにして行為が進められたのか、十分に分ったはずだ。「普通のセックスではない、異常者のやり方だ」と。

　宮原はこのとき既に同級生と初体験を済ませていたが、こんなにも怪異的でグロテスクな――まるでホラー映画のような性行為が存在するとは、母に聴かされるまで無論知らなかった。

「こ、これっ……ほんとにお母さん……？」

　中学生にしては酷く子供っぽい、覚束ない口調で瀬川が答える。

「自分の母親の声、わかんねーのかよ」

「だ……だって、違う……こ、こんなの、おかしいよっ」

「最初、フツーに喋ってただろ。どう聞いてもお前の母親の声じゃん」

　性交渉に及ぶ前、二人がどこかで食事を摂っているらしいシーンも録音されていた。ざわざわと他人の喋る声がうるさい店内だったが、二人の会話も問題なく聴き取れた。父は家にいる時と同様、無口で陰気で、その癖時折口を開けば高圧的だった。こんな男のどこがいいのか。とても好意を抱いている女を相手にしている会話とは思えない口数の少なさだったが、それでも瀬川の母は楽しそうにうんうんと話を聞き、声をあげて笑っている。自分の母親とは違う、明るくて楽しそうな女に思われた。

「き、聞いてたけど。聞いてた……、けど…………」

「けど、なんだよ」

「で、ででも、違う。これは……お母さんじゃない」

　歯をカチカチいわせながら脅えた表情を浮かべ、再び俯いていく瀬川。さっきまでは素直に謝っていた癖に、これは違うと反旗を翻してきた。イライラする。俺が捨てたいモノ全部、無条件で受け止めろよ。ゴミ箱みたいに。

　残酷な気持ちに拍車がかかった。

　――グイッ

「ひぃっ……ン?!」

　顎を掴んで無理矢理引き寄せると、瀬川はそれだけで情けない悲鳴をあげ、眉をハの字にして泣きそうになってしまった。長ったらしい前髪が乱れて、目が合う。割と綺麗な顔をしているらしいことが分かった。

「なに、今の声。キモイな、お前」

「ご、ごめん……急だったから、びっくりして……」

「ふーん」

　もっと、聞きたくなった。もっと、泣かせたくなった。母に強いられて嫌々しているあの行為を、初めて自分からしてみたいと思った。

「……こんな感じ？」

　瀬川の首を両手でぐるりと囲むように握る。細く頼りないそこは、けれど温かくて。妙に安心出来る心地がした。

「な、なにが……？」

「お前の母親がさ。あなた～絞めて～、って何べんも言ってたじゃん」

「……違う……」

「違う違うって、そればっかり。どう聴いたってあの女はお前の母親だろうが」

「だっ……っうっ……あっ、や、やだ、やめっ……」

「ほら、謝れよ。どうしようもない母親でごめんなさい、って。俺ん家来て、頭下げろよ」

「いやあ……っ！」

　ほんの少しだけ……首にかけた手へ力をこめてみれば、大袈裟に脅えた声をあげてくれる瀬川。

「あ、あんなの……っ俺のお母さんじゃないっ……！　違う……っ」

　ぶんぶんと首を横に振り逃げ出そうとするので、体重をかけて畳の上に押し倒した。ドン！　と派手な音がして、それにもいちいち瀬川がビクつく。馬乗りになれば、恐怖心からか、それとも圧倒的な腕力の差を感じて諦めたのか、瀬川はもう抵抗しなかった。まるで、自分が凄く強い生き物になったみたいで、転げまわりたくなる程気分がいい。

「じゃあ、お前らが親子だって証明してやろうか」

「宮原、くん……お願い、やめ、て……」

「やめて、嫌、ってさ。これから何するかも解ってねぇ癖に」

「もう、もうやめて。手を……離してっ」

「まだ大した事してねーじゃん」

「たいした、って……」

「絞められて気ぃ失うぐらいがいいんだろ？」

　今度はギリッと、音がするぐらい絞めてみた。

「……うっぐ、やだ……やだ、苦しいよ、……っ」

　瀬川は目尻からぽろぽろ涙をこぼし始めた。こんなことで泣いてしまうのか、という驚きと喜び。あまりにも弱くて情けない彼を、もっともっと暴いてみたいと思った。身悶えしたくなる程、恥ずかしい目に遭わせてやりたくなった。

「え……っ?!」

「こっちもしてやるよ」

　ズボンの上から瀬川自身をぐりぐりと押す。

「ひっいっ痛いっ……っ痛いぃ」

「あー、わりぃ。男のなんか触った事ねえから加減がわかんねー」

「さっさわらなくて、いいっ……触んなくてい……っ」

「お前が怖いっつーから気ぃ紛らわせてやってんだろ」

「やだあ……や、やあ……っ」

　やわやわと優しく膝で刺激してやれば、まだ直接触れてもいないのに、瀬川自身がいじらしく張り詰めていく。

　すかさず、頸動脈を締めてやる。

「ううううっ」

「いーんだろ、コレが。なあ、あの女と同じように、よがれよ。もっとしてって言え」

「やあ、や、ぐっううっうーーっ」

　――びゅくん、びゅくん、びゅくっ……

　他人からの刺激に慣れていない体はあっけなく達したようだ。

「ひっうっううっうっく……ひっ」

　じゅわり、と溢れた精液がズボンに染みが作っていく。股間だけ濡れたその様は、失禁してしまったようにも見える。瀬川がしゃくりあげて泣いているので、余計おもらしを叱責されている幼児を連想させた。

「首絞められてイきやがった。やっぱりお前はあの女の子供だろ？」

「ちが……これは、みやはら、くが……がさわる、から……」

「言い訳してんじゃねーよ。親子揃ってろくでもねぇな」

「違う……俺はっ……」

「…………」

　――バシッ！

「イッ……」

「口答えすんな」

　――バシンッ！

　無性に苛立って。続け様ざまに、涙に濡れた頬を張っていた。

「……痛い……」

「あんな女の子供なんだぜ。生きてて恥ずかしくねぇのかよ」

「っう……」

「お前はただ、泣いて謝ってりゃいいんだ。それ以外許されると思うなよ」

「ひ、ひどっ……いっ……酷いよ……どうして、そこまで……俺のこと、怒るの……」

「どうして？　お前、頭悪いのかよ。カラダ使って教えてやったのに、まだわかってねぇのか」

　――ガッ！　ゴッ！

「いっ痛いっ……痛いよぉ」

　後頭部を押さえつけて、畳に顔面を押し付ける。鼻の頭が赤くなって、惨めで彼に似合っていた。

「ほら。しろよ、土下座。手伝ってやってんだろ」

「うう、ううぅ……ごめっ……ごめんなさ、……ごめんなさいぃ……」

　痛みと恐怖に降伏したのか……やっと、宮原の求める瀬川を眺め見る事が出来た。何度も何度も謝らせた。宮原の全身は熱く満たされて、痺れていた。強制的に射精させられて、首を絞められ、頬を張られ、罵倒され――それでも無理矢理謝罪させられる。瀬川は、一体どれだけ惨めな気分だろうか。みるみる可哀想になっていく彼を見下ろしながら、宮原は未発達な陰茎を硬くさせていた。この時はまだ、男同士でセックスをする発想がなかったので、男相手に高揚している自分を頭の隅で恥ずかしく思っていたが。

　この日以降、宮原は度々瀬川に暴力をふるうようになった。彼の家や、彼の通う中学校に出向いて。都度、宮原は勃起していた。そのうち、同性同士で性交に及べると知り、当たり前のように彼を犯すようになった。

　耐える事しか出来ない無力で弱い生き物。可愛い自分だけの抱き人形を手に入れて、宮原は中学高校をとても幸福に過ごす事が出来た。瀬川の存在があったからか、いつしか母への好意は完全に消失し、母に従う事も会話をする事もなくなった。

　特に瀬川を自分と同じ高校に進学させてからは、毎日が満ち足りていた。学内のあらゆる場所で――体育倉庫で、用具室で、男子トイレで、彼を蹂躙した。必ず、首を絞めてやった。一度絞首痕を担任教師に見咎められて面倒だったので、タオルを巻いてやることも自然と覚えた。瀬川はいつでも従順で孤独だったので、彼を支配することは難しくなかったのである。






　――けれど、大学に入学した頃から瀬川は変わった。

　入学から二カ月程経った頃。偶然学校帰りに瀬川が同じ学部の男女数人とカフェに入っているところに居合わせて、気が付いたのだ。彼が中心人物となり得るキャラクターを確立している事に。宮原は当時言い寄られていた女と二人で座っていたのだが、その後ろの席へ瀬川達がやってきたのである。

「昨日のクラス飲み、真人マジで食われそうだったよな～あの肉食女にさ」

「肉食って、京子のこと？　そんな話全然してないよ」

　ニヤニヤ、という表情が似合いそうな声色の質問に、涼しく答える瀬川。

「でも、私も手握られたりしてたの見てたけど～？」

「俺がネイル見たいって言ったんだ。凄く綺麗だったから」

「ウッソだろ～あの魔女みたいな爪がぁ？」

「お前……そーいう事言うから、アカネちゃんに無神経！　って怒られるんだろ」

「あはは。確かに～」

　背後から響いてくる談笑へ、全神経が集中してしまう。会話の一言一句聞き漏らさぬよう、背中と意識を緊張させていた。当然、女とは全く話が弾まず、明らかに彼女の機嫌を損ねていたが、フォローする余裕も必要性も感じられなくなっていた。

　瀬川は特に自分から話題提供をする訳でもないのに、どんなテーマにもテンポよく交じってムードを作っていた。皆、瀬川のコメントを待っているように聞こえた。瀬川が周囲を追いかけるのではなく、周囲が瀬川を追いかけるような。宮原を心底驚かせた。まさに「いつの間にか」だ。いつの間にか、瀬川の世界は宮原だけではなくなっていた。様々なタイプの人間と「お友達」が出来るようになっていた。

　入学前から、外見の変化には気が付いていた。元々整った顔立ちをしていたから、髪を少し茶色く脱色し切り揃えただけでガラリと印象が変わったのである。だが所詮付け焼刃だろうと鼻で笑っていたのだ。外見だけ変えたところで、まこはまこでしかないと。自分だけのモノなのだと……。そんな勝手な思い込みで慢心せず、もっと警戒するべきだったのだろう。

　今となっては、宮原の周囲――いわゆる派手な人種にも自然と溶け込んでいる有様だ。頼んでもいないのに。










「いたー瀬川くん！」

　不意に、知らない女の声が飛び込み、回想が打ち切られた。中庭の入り口で手を振っており、瀬川や自分達の座るベンチの方向へ駆け寄ってくる。

「美紀ちゃん」

「これ、有難う。長い事借りててごめんね。最後まで犯人が分からなくて、何回も戻っちゃった」

　美紀ちゃん、と瀬川に呼ばれた女が本を手渡しながら少し早口に言った。走ってきた為、頬をピンク色に染めている。ナチュラルな化粧を更に効果的に見せているように思われた。

「趣味に合ったみたいで、良かった。同じ作者の、また持ってくるよ」

　宮原は憮然とした表情を浮かべ始めていたが、瀬川はごく楽しそうに応えている。

「えっ悪いよ。今度は自分でも買ってみる」

「じゃあ俺が持ってないの買って貰ってもいい？　そしたら交換できるから」

「あ、それいいー！　そうしよっか」

　と、女が大声ではしゃいでみせたので、中庭に居る他の喫煙者の視線がこちらのグループに集まった。

　宮原は視線を寄越すのも癪しゃくで、俯きながら心中で舌打ちする。

「……やだ、ごめんなさい。いきなり入ってきた上、うるさくしちゃって」

　美紀の素直な謝罪に空気が和み、宮原以外の二人は笑みを浮かべた。

「私、瀬川くんと同じ、教育学部の橋本美紀はしもとみきっていいます」

　ぺこりと頭を下げつつ美紀がそう続けたので、河田も同じように自ら名乗った。宮原はそれでも黙っていたので、河田が代わりに宮原について説明する。茶番劇じみた自己紹介タイム。うんざりだった。立ち上がって打ち切ってしまいたい衝動に駆られるが、瀬川が居るのでどこにも行けない。

「……どうも」

　宮原はこれでも、不機嫌に思われないように配慮して答えていた。いつも不機嫌そうに見られるので、悟られる事など無いのだろうが。

「美紀ちゃんは俺と同じで、小学校の先生目指してるんだよ」

　聞いてもいないのに、瀬川が宮原の方を向いて言う。俺がこんな女に興味を持つとでも？　いっそ、嫌がらせにも思える説明。無視する以外対処のしようがない。

「へえ～。もうやりたい事決まってるって凄いよね」

　河田の適当な相槌のお蔭で、宮原が発言せずとも不自然さは漂わなかった。

「ありがとう。でも、最近ちょっと悩んでるの。昔からずっと先生になりたいと思ってたけど……本当に向いてるのかな？　とか、このまま盲目的に進んじゃっていいのかなって」

　受け流さず、律儀に答える橋本。生真面目さが煩わしい。

「んー、結局なってみないと分んなそう。楽しかったら向いてるって思うし、つまんなかったら向いてなかったーとか思っちゃうでしょ。結果論？　みたいな」

「……確かに、そういうものかもしれない。河田さん、凄い」

「凄くないよー。この間さー、就活本とか買ったけど、私なんて自分が何に向いてるとかまだ全然分かんないし」

「そっか。選択肢が多いと悩んじゃうよね」

　女二人はにわかに距離を縮め、互いに下の名前で呼び合う約束を交わし始めた。梓ちゃん、美紀ちゃん。楽し気なやり取りを、瀬川は穏やかな笑みを浮かべて静観している。宮原は自分に関心が向かっていないのをいいことに、瀬川を凝視していた。こうして彼が知り合いを、人間関係を拡げていく事がどうしても不快だった。

「そうだ。美紀ちゃんと真人くん、今日の夜って時間ある？」

　いいことを思いついた、という口ぶりで河田が切り出す。

「え？」

「久しぶりに飲もう～ってさっきアキと話してたの。フォルチェってお店なんだけど」

　冗談じゃない。橋本は明らかに宮原の「苦手なタイプ」だった。昔からこの手の優等生女は嫌いだ。ジロリと瀬川を睨み、行きたくない意思を伝える。が――。

「私、行ってみたいな」

　橋本が誰より早く答えた。

「美紀ちゃんゲット～。真人くんはどうする？」

「うん、俺も大丈夫だよ」

　あっさりと瀬川が答え、宮原は面食らった。自分の考えをきっと理解しているに違いないのに、従わなかった。そんな宮原の思惑には気が付かない河田が「やったー！」とキャミソールからこぼれそうな乳を揺らして喜んでみせていた。

　瀬川の世界は宮原だけではなくなった、どころか――いよいよ宮原を排除しようと動いている。










　フォルチェはバーカウンターと少しのテーブル席のみの小さな店である。平日ということもあり、今夜は客のほとんどが同じ大学の人間で、宮原の顔見知りであった。文字通り顔を知っているという程度でしかない関係だが。

　宮原もそれなりに愛想笑いを浮かべて誘われるまま乾杯をし、いつの間にか結構な量の酒を摂取していた。美味くもないアルコールでも喉を通って胃に腸に浸透してしまえば、段々気分がよくなってくる。気にかかっていた、瀬川の控えめで長い拒絶への不安も薄れていく。

「瀬川ぁ」

　酔いの勢いに後押しされて、声をかけていた。

「彰文、……飲み過ぎだよ」

　フラフラと瀬川に近寄り、彼の肩に凭れもたれかかる。呆れた調子のまっすぐな小言が、アルコールでシェイクされた頭に心地よく響く。

「いつものことだろ。学生身分で飲まないで、いつ飲むんだよ」

「就職したって飲むだろ」

「まぁ、そーかもな」

　宮原の父もよく飲んで帰ってきていた。大勢ではなく一人でふらっと飲みたがるタイプである。瀬川の母と親しくなってからは二人で飲みに行くようになったが。

「お前は全然飲まねぇよな。あの女と違って」

　成人するまでは付き合いが悪くても仕方ないと思っていたが、二十歳を超えても瀬川はほとんど酒に口をつけなかった。何度勧めても、一口二口で終わらせる。

「俺は向いてないから。母さんみたいに酔っ払ったら楽しそうな気もするけど」

「ハ。そりゃ楽しいだろうよ。人の男盗って好き放題してりゃ」

「……酒は関係ないと思う」

　元々そういう性分だから、という意味で言っているのだろう。

「はは。違いねえ」

　父母の関係は長すぎて、もう笑い話にも出来る程遠かった。宮原の母の命がその所為で犠牲になっていても。笑い話にするしかないのかもしれないが。

「元気そうだったよ。二人共」

　彼らは今海外で、二人暮らしをしている。宮原の母の死後、父のスイス支社への転勤が決まり、瀬川の母がついていく形をとった。母の死に対しこれ幸いと言わんばかりの振る舞いだったが、最早驚きも失望もしなかった。

　父とは金の援助を受けるだけの関係がもう何年も続いており、まともに連絡を取り合っていない。だが、瀬川はこまめにハガキだのメールだのでやり取りをしているようだ。

　瀬川は宮原と違って、自身の母の在り方を否定するでも歓迎するでもなく、ただそのまま受け入れていた。「練習相手」等という狂った対象にされた宮原が母を受け入れられないのは当然としても……それでも、近隣の既婚者と不倫関係になり、アブノーマルなセックスに興じ続けて互いの家庭を壊した挙句最終的には海外へ移住、などとこの上なく自己中心的な行動をとる母親であれば、言葉も交わしたくない程に疎ましく思うのが普通ではないのだろうか。

　無頓着なのか、既に葛藤を終えているのか――あるいは、誰に対してもごく寛容な性質なので単にそういう性格の為なのか。いずれにしても、宮原には不思議な感覚であった。

　しかしその点で言えば、宮原と未だ友人のように接してくれる事の方が不思議――というか、常識的に考えれば「有り得ない」事なのかもしれなかった。

「いい歳して、犬みてぇに盛りまくってんだろ」

「どうだろう。最近は本当に……普通の、落ち着いた夫婦みたいに見えるけど」

「会ったのか？」

「テレビ電話だよ」

「ああ……」

「彰文は元気か？　って聞かれた」

　――あの男。よくも今更ぬけぬけと言えたものだ。気に掛けるべき時に散々無視しておいて、自身の心境やら生活やらが落ち着いたら、今度はゲーム感覚に親心を芽生えさせる。宮原は嘲笑を浮かべていた。

「何て答えたんだよ」

「会いに来たらどうですか、って。彰文が会ってくれるかは分からないけど、って答えた」

「……」

　余計なことをするな、と反抗心を咄嗟に抱きつつも。こんな風に……率直でいながら、気持ちの核心へそっと寄り添ってくれるような瀬川の優しいやり方がとても好きだった。

「他に伝えた方がいいことある？」

「ねぇよ」

「そっか」

　他の誰も、こんな風に宮原を大切には扱ってはくれない。瀬川が居なければ、誰かに尊重される感覚を知らないまま育ったかもしれなかった。

　だが……瀬川は宮原にだけ特別優しい訳ではない。誰に対しても同じだ。心底嫌悪している相手に対しても、悪意を持つどころか、困っていれば手を差し伸べかねない男だと、よく知っている。だから、こうして柔らかな言葉で撫でてくれていても、彼の真意は分からない。既に奇跡は終わろうとしている。これから先、彼の人生は宮原の介入を許してくれないのかも……しれない。

　切り出すなら――今、だろうか。

　何気なく「最近俺のこと避けているか？」とでも聞いてみればいいだろうか。

　紡ぎたい言葉は喉に詰まって、中々音にならない。ごくり、と唾を呑み込めば、更に体は強張った。酔いが遠のいてしまいそうだ。仕切り直そう、とグラスの酒を呷る。けれど気安さは戻って来ず、焦って全部飲み干した。

「来月には、彰文の学部でも就職ガイダンスが始まるね」

　切り出そうとジリジリしていたら、不意に話が飛んでしまった。

「――、だったら何だよ」

「どういう業界に行きたいとか、ある？」

「ああ？」

　何故そんな事を聞いてくるのか全く分からず、怒ったような語調になった。

　将来を語り合える程、自分達の関係は今良好なのだろうか。

　彼が自分を避けている等、気のせいなのだろうか。

　だったら、何故連絡をしてくれないのか。

　どうしても、聞かれた質問よりそちら方面へ頭がシフトしてしまう。

「……前に。金融系希望してるって言ってたけど。変わらない？」

　確かに、そう口走った事もあったし、実際今も受けるとしたらその辺りになるだろうが。明確な目標や展望はなく、単に年収がいいとか、外聞がいいとか、その程度の動機であった。

「特に変わりはねぇな」

「そう」

「何だよ……言いたい事があんなら言えよ」

「彰文は俺の意見なんか、聞かないだろ」

　瀬川が苦笑しながら答えるので、ヒヤリと心臓が痛む。

「……別に。今は……そうでもねぇだろ」

「そうだったかな」

「……、そう、……だろ」

　確かに、長らくずっとそういう――、一方的に奉仕させ、彼の意見を聞き入れない理不尽な関係を強要してきた。でも、それでは逃げられるのだと、いい加減解っている。だから、……だから。教えて欲しい。これからは。瀬川の事を、瀬川の考えを。聞いたところで叶えられないかもしれないが、聞いてみたい。理解したい。今頃そう望んでも、遅すぎるだろうか。呆れられるだけなのだろうか。

「まあ、彰文なら受かると思うけど」

　それだけ言って、瀬川はバーカウンターへ歩みだしてしまった。答えになっていない答え。

　どういう意味なのだろう……？

　一瞬考え込んでしまい、反応が遅れた。

　きちんと問いただしてみた方がいいかもしれない。何故、あんなことを聞きたがるのか。宮原の将来に興味を持ってくれているのか。まだ希望はあるのか。

　彼を追いかけようとしたその時――。

「宮原くん」

　女に声をかけられた。

「……、あんた」

　意外なことに、橋本美紀だった。露骨なまでに「話しかけるな」という表情で睨んだり、視線を避けたりしていたのに。

　大体、瀬川と殊更親しくしているだけで気に食わないのだ。アルコールのまわった思考は子供のように単純な輪郭で美紀を厭いとう。

「宮原くんと、飲んでみたかったんだ」

　何も返答しないでいると、橋本が更に続けた。

「瀬川くんから宮原くんの話、色々聞いてたから」

　ちらり、と上目遣いで見られる。明らかな他意を含む「色々」の語調。何を言いたくて、聞きだしたくてこの女は俺に話しかけているのか。

「どんな」

　苛立ちを隠さず宮原は答えた。

「二人は中学生の頃からお友達なんだってね」

（おともだち、ね）

　彼を友達だと思った事など一度もない。その響きがおかしくてテキーラを呷ろうとしたが、持っているグラスにはもう一滴も残っていなかった。

「でも大学まで同じところにしちゃうなんて、びっくり」

「……お前に驚かれる筋合いねぇけど」

　まるで宮原の方が瀬川の後を追いかけて入学したと決めつけているような言い草。図星をさされたようでバツが悪く、うまい返しが見つからなかった。

「だって、二人は同じＫ高校だったんでしょ。普通はあそこの付属の大学に進学するんじゃない？　瀬川くんは金銭的な理由でここにしたって言ってたけど、宮原くんはそういう訳じゃないみたいだし。Ｋ大学の方が知名度も……ランクも上だと思ってる人の方が多いし……。だから、瀬川くんに合わせてこっち来たのかなって」

　実際、その通りだったから、押し黙ってしまった。

　瀬川もてっきり、あのまま付属大学に進学するつもりかと思っていたら、外部の国立を受験すると分って……慌てて宮原も本格的に受験勉強を開始したのである。Ｋ高校は私立で確かに学費が高かったが、瀬川家には宮原の父が莫大な援助をしており、高校、大学と私立に進学するぐらいの金はあった筈だ。高校で瀬川は特別奨学生だったし、大学も同じ制度を利用すれば学費自体も押さえられたに違いない。

　当時は、宮原の手前、援助によって私大に進学する事が躊躇ためらわれるのかと思っていたが……今にして思えば、宮原と離れるキッカケを作りたかったのかもしれなかった。

　少し考えれば解るような話なのに、今更思い至って、呆然とする。

　あんなに不条理な暴力を日常的に振るっていたのに、自分が瀬川に避けられると想像もできなかったのは……瀬川がどんな時も宮原にちゃんと優しかったからであった。表面的ではなく、宮原を心から労わり、励ましてくれていたのだ。けれどその思い遣りは壊れ物であり、有限であった。無用に消耗させてしまったのだと分かったのは、ごく最近になってからである。

　何年もかけて乱暴に消耗させて、貪り尽くして……宮原の分は、もう残っていないかもしれなかった。

「やっぱり、そうなんだ？」

　無言を肯定だと思ったのか、橋本が確認する形で問いてくる。

「――だったら、どうなんだよ」

「宮原くん……瀬川くんのこと好きなんだね」

「…………」

　また黙る。どういう意味合いで尋ねられているか分らなかったし、答えたくなかった。

「瀬川くん、偶に痣作って学校来るから心配じゃない？」

　痣、というワードが飛び出し、胃が締まる。橋本が慎重に言葉を紡いでいると分かった。最初から、この話がしたかったのだろう。

　痣を残してしまうなんて……そんな下手を打った日があっただろうか。いつも欠かさずに――もし宮原が忘れてしまいそうな時は、瀬川の方からタオルを差し出してくれていたと記憶しているが。

「この間も……手首のところ、青黒くなってた」

　が。手首、と聞いて――少しだけ、安堵する。

　そういえば、強く押さえつけ過ぎた日があったかもしれない。四肢の痣には比較的無頓着だった。

　だが、たかが……そんなことが、どうしたというのだ。瀬川は宮原に何をされているか等死んでも口にはしないだろう。初めての時から、ずっとそうだった。俺に何をされたって、どんな扱いを受けたって、嫌とは言わない。瀬川だけの秘密にしてくれる。二人だけで共犯関係を何年も続けてきたのだ。お前に何が分かる。

　そうして心中で毒吐いても、思考は気弱に揺れて、全身をウロウロする不安に打ちのめされそうだった。だって、瀬川はこの女に高校時代の話や、家計の話までしているのだ。一体何のつもりで？　もしかしたら――橋本は瀬川にとって「特別」で、だから宮原から離れて彼女を大事にしたい、と願うようになったのではないか。この女と「恋人同士」と名の付く関係になりたがっているのではないか……。

「痣なんか、あったか」

　いい加減、無言を貫く事も苦しく思われて何とか会話を続けたが、明らかに不自然な返しとなっていた。

「宮原くん、そんなにずっと一緒に居て、見た事ないの？」

　猜疑心たっぷり、といった視線が宮原を射抜く。恐らく橋本は瀬川が宮原に脅されたり、殴られたりでもしているのではないかと予測を立てて今日の飲みに参加したのだろう。真相を確かめる為に。

　もしかしたら、性的関係を伴う点についても……薄々勘付いているのかもしれない。

「じゃあ……心配だから、俺がついててやらなくちゃな」

　くくく、と笑いが零れた。余裕の笑みでは勿論ない。強がり、虚勢――そんな表現の似合う表情。

「そろそろ終わりにしなくちゃ」

「はあ？」

「……って、瀬川くんが言ってたの。一週間ぐらい前かな。宮原くんの方見ながら……独り言みたいに」

「――、何だ、それ」

「思い当る事、ない？」

　橋本の詰問きつもんが、凶器のように宮原を痛めつける。

「私は……瀬川くんに協力しようと思ってるから」

　大抵の女は宮原に媚を売るか、危険物を避けるように近寄らないかの、どちらかの反応を示すのだが。橋本はどちらとも違っているらしい。挑発的に見上げられ、彼女の覚悟の程を思い知る。

　瀬川は何故、この女に「終わりにしたい」と零したのか。ＳＯＳとも捉えられる独白。

　聞きたくない答えは、すぐそこまで迫っている。冷たい汗がこめかみから頬へ流れていった。

「宮原くん、何で瀬川くんがそんな事言うか、本当は解ってるよね」

　小学校教師めいた、諭すような口調だった。

「私の憶測が、全然見当違いだったらいいんだけど。もし、そうじゃないんだったら……」

　宮原くんの方から終わりにしてあげてくれない？　と暗に続けられた気がした。

　宮原はもう橋本と言葉を交わす気力はなかった。無言で立ち去り、バーカウンターで次の酒を頼む。

　落ち着かなければならない。色々な不安を遠のかせてくれていた酔いはとっくに失せており、気を付けなければぶるぶると震えてしまいそうに寒い。

　程なくして新しいグラスを手渡される。ジンを水のように喉へ流し込んだが、再びアルコールが体を温める事はなさそうである。咄嗟に顔をあげ――店内を見渡して瀬川を探していた。精神安定剤を求めるみたいに。けれど安定剤は見つけられず、益々心はガタガタと揺れる。

　これまで……彼が逃げられないように努めて行動してきたつもりだった。

　罪悪感を刷り込む事もそうだし、金銭面でも縛った。瀬川は、宮原の父の援助があったからこそ高校、大学への進学が叶ったのである。そういった状況を事細かに説明し、恩を売ってきた。また、高校時代は瀬川が第三者に虐められないようにパフォーマンスとして手をまわし、そこでも彼を支配した。自分がいなければお前は生きていけないだろう、と。

　だがそれらの稚拙な策は、彼が宮原以外と人間関係を良好に築けていない場合にのみ有効なのだ。今となっては、瀬川が望みさえすれば、宮原から離れる事など造作も無いだろう。

　それならば、「逃げたい」などと彼が考えなくなるように、もっと優しくすればいいのだろうか。せめて、心を許した友達同士なのだと説明できる程に。けれど今更そんな関係を築くなんて想像もつかなかった。どう記憶を手繰っても、今以外の形におさまっていけるようには思えない。彼を痛めつけ、犯す充足感を知ってしまってからは特に――彼を全うに扱ってその上喜ばせてやれる自分など、一つも想像出来なかった。
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　瀬川との初めてのセックスは味気なかったが、二人の「初めて」として克明に覚えている。彼からすれば忌まわしいレイプの記憶であり、味気ないどころか苦痛でしかなかったのだろうが。

「痛いっ……、痛いよぉ……お願い、もう、入らなっ、ぐ、ううう」

　中学校の体育館倉庫の裏にあるトイレで、いつものように腹を殴り、首を絞めた。そうしていつも通り前が張り詰めてきたところで、ネットに書き込まれていた経験談の通りに彼の尻穴へ怒張した勃起を背後から挿入し、動物のように腰を動かし、程なくして射精したのである。

「や……ぐ、、気持ち悪いっ……もう、やだあ」

　けれど、ただそれだけだった。瀬川は苦痛しか覚えず、終始陰茎を萎えさせ、啜り泣いていた。排泄口を十分に拡張する知識も、ローションの用意もないままに強行したのだから、当然である。

　それでも、暴力や自慰の延長のような愛撫で瀬川を泣かせていた時に得られていた達成感など一瞬で忘れてしまう程、癒されて、満たされて、報われた。彼の中で果てた時、自分の求めているものにようやく辿り着けた、と感動すら覚えた。

　そんな「初めて」から数日後。どうすれば一層満足出来るか考え、瀬川にも快感を覚えさせるべきなのだと思い至った。殴られて、首を絞められて、犯されて、それでも射精を果たせる体にするべきだと。そうしなければいけない、と義務感に駆られた。

　だから、二度目は用意周到に事を進めた。時間を要すると思ったので、学内は避け、瀬川の家に押し掛ける。

「宮原くん……何か飲む？」

　カチカチと可哀想な音を奥歯から響かせつつ瀬川が尋ねてきた。瀬川は前回の行為で負った心の傷が全く癒えていないようで、宮原が行為に及ぼうとしていると察知しずっと震えている。

「お、お茶しかないんだけど……」

　湯呑を持つ指が遠目にも揺れていると分り、深爪気味の先端から齧ってかじってやりたくなった。

「いい」

　宮原は目を細めて笑う。どうして彼は逃げないのだろう。大体、殴られて、首を絞められているだけでも十分逃げる理由になる。その上望まない同性同士のセックスにまで巻き込まれてしまった。にも関わらず、瀬川は未だに自分を少し気難しいだけの友人のように扱い、もてなしてくれるのだ。

　最初に植え付けた恐怖と罪悪感の為なのか、どこまでも従順な瀬川。まるで不運な自分を慰める為だけに用意された、素敵な贈り物のように思えていた。

「四つん這いになれ」

「……いっ…………嫌」

　いよいよ全身をぶるぶると震わせて脅える瀬川。そんな顔は、雄を益々興奮させるばかりであるのに。

「面倒かけさせんな」

　わざと聞こえるように舌打ちしながら、彼に近寄る。

「嫌……、あれは、嫌。怖い……こわい、から」

「大丈夫。今日はさ、お前の為にわざわざ練習してきたから」

「え？」

　当時一応「彼女」という名目の元何度か寝ていた隣のクラスの女子で「練習」してきた。彼女は「周囲が思いもつかないエッチな体験ができた」事に喜ぶ、幼稚な見栄の張り方をする女子だったので助かった。拒絶されるどころか協力的にアナルセックスはすすめられたのである。流石に殴ったり首を絞めたりといった暴力は控えざるを得なかったが。

「お前が気持ちよくなるまで付き合ってやる」

「い、いらな……ぃ」

「早くしろ」

　ダンッ！　と痩せた柱を殴る。室内は面白いぐらいに揺れた。

「……やだあ……」

　目尻から涙をあふれさせる瀬川。老朽化したアパートのお蔭で効果的に恫喝どうかつ出来たようだ。嫌だ嫌だ言いながらも、遂に壁に凭れかかって座り込み、のろのろとした動きで命じた通り犬のような姿勢になる。

「ズボン脱げって。下着も。いちいち言わせんな」

「うううっ……」

「そうそう。やればできんじゃん」

　俯きながら、下半身だけを露わにさせる瀬川。トイレの薄明りの下ではよく見えていなかったが、白い腿はそこだけ見れば彼女よりも煽情的だった。

　瀬川の固く閉じた孔に向けて、ぶじゅるうう、とローションを絞り出す。女に使った時よりも、過剰なぐらいにたっぷりと。

「ひっ」

　冷たさに驚いたのか、背中が跳ねた。

「大人しくしてろ」

「な、なに……これ……」

　ドロドロになったところへ指を一本差し入れる。簡単に入ったので続けて二本挿入した。

「お前が痛い痛いうるせぇから、慣らしてやってんだろ」

「やだあ……」

「もっと太いモン入れてた癖に。これぐらい我慢しろよ」

「う、あ、あ、ああ……あ、う……」

　二本の指の先端を動かし、内壁を探る。調べたら、男でも特によがるポイントがあると書いてあった。しかし、うまくそこに辿り着けているかどうか瀬川の反応からはイマイチ分らない。

　ただ、前回と違って既に瀬川自身は頭をもたげつつあったので、大きく間違ってはいないのだと知れた。

「よくなってきたか？」

「よ……よくない……」

「でも、勃ってきたぜ」

「わ、わかんない。分んない……から」

　頼りない反応では物足りなくなり、宮原は瀬川の陰茎を握った。

「あっ……うううっ」

　ダイレクトな刺激が余程嬉しかったのか、宮原の手の中でそれは簡単に完全な姿へと成長していく。ローションではない粘液がとろりと指先に伝わってきた。

「ほら、気持ちいい。な？」

「いやあ……」

「さっきから嫌嫌うるせぇな。次言ったら、握り潰すぞ」

「っ……！」

　本気ではない。脅しのつもりでぎゅうっと、少し力をこめた。瀬川は顔を青くして「ご、ごめん」と慌てて謝る。造作もなく彼を言いなりに出来る快楽は、少しずつでも確実に宮原を侵していた。常習性のあるソレから逃げられなくなるのは自分の方だと知らず。

　そうしているうちに、瀬川のアナルは宮原の指を難なく三本咥えこむまでに緩んでいた。

「そろそろ、いいだろ」

「――あっ……!?」

　宮原は瀬川に切っ先を押し当て、躊躇なくずぶずぶと突き入れていった。この間のように無理矢理ねじ込んで擦れるような事はなく、スムーズに入っていく。前回とは比べ物にならない快感を覚える。

「あ～……いいな、これ」

「ひっ、い、いいいっい、あ、ああ……あっ」

　少し動かしただけで、瀬川が明らかな嬌声をあげる。彼自身に手を這わせると、先端も幹も先程よりびっしょりと濡れていた。

「ふーん。指よりちんこの方がよさそうじゃん」

「ちっがあ……っああっあっっ」

「何、もうイクの？　お前」

「い、ひい、うう……う、あ、ダメ、あ、はあっーー！」

「すげぇ」

　瀬川が感じると、ナカがぎゅにぎゅにと複雑に動き、宮原を食い締める。女の肉とは違う心地よさだった。

　宮原はアレをしたくなって、ぐるりと体勢を変えさせる。正常位の形になった。

「あっひぃ……イっ」

　改めて瀬川の勃起を見降ろせば、腹にぴたぴたとくっつく程立ち上がり、反り返っていた。やはり射精が近いのだと悟り、瀬川の首に手をかけた。

「あ、ぐっ」

「お前は、コレでイキたいだろ」

「うう?!　む、うぐうっううううっ」

「ほら、イケよ。いいんだろ。首絞められてイっちまえ」

「ご、ぐっううっ」

　締めながら、宮原も自身の射精を追い求めるように腰を使った。ずんずんと叩くようにしていたが、そのうち余裕がなくなって、先端でほじくり回すような動きになる。

「ひぃっ……！」

　瀬川は程なくして達した。宮原はまだ射精に届いていなかったが、彼の先端から白濁が飛び散った瞬間、得も言われぬ快感を覚えた。意識が飛びそうに気持ちが良かった。

「まるっきり、一緒ンなったな、お前……」

「ごほっ……ごっはっあっ……うっ……」

　制服のポケットに入れたままの携帯電話を取り出し、ぱかりと開く。カメラ機能を起動して、達したばかりの瀬川を撮影した。

「見えるか？　あの女みたいに犯されて、絞められてイった顔」

「……ふ、う……ぅ」

　瀬川は今しがた撮られた写真が目に映っているのかいないのか、虚ろな表情のまま嗚咽を漏らす。けれど、興奮を吐き出し終えた筈の彼自身はまた力を漲らせ始めていた。それが無性に嬉しくて、衝動的に口づけていた。ちゅ、ちゅ、と、そこだけ切り取ればまるで恋人同士のようにしつこく唇を合わせる。すっかり浮かれていた。彼がやっと共犯者になった気がした。

「――」

　瀬川、と呼ぼうとしてやめる。まこ――と呼んでいた。まこと、なんて男っぽい響きは彼に似合わない気がしたのだ。弱くて可愛い、俺だけのまこ。

　それはいかにもしっくりきて、宮原は何度も「まこ」と零しながら恋人の真似事を続けた。










　結局、宮原はフォルチェで潰れるまで飲んだ。以前は、瀬川も最後まで付き合ってくれていたのに。店内から彼の姿は消えていた。

　どうして、瀬川が自分から離れる事はあり得ないと幸せな夢を見ていられたのだろう。もっと早くに気が付いていれば、終わりを引き延ばすぐらいは出来たかもしれないのに。まるでもう、全部遅いみたいに考えて。いや、まだ出来る事はある、と打ち消す。けれど打ち消した直後から、もう駄目だ、ともう一人の自分が嘆く。アルコールによって、負のスパイラルへ深く溺れていき、どうしたら引き返せるのか分からない。

　バーカウンターに突っ伏したまま、朦朧とした意識の中、藁わらを掴むようにＬＩＭＥを開けば瀬川からメッセージが届いていた。「ごめん、レポート思い出したから先帰る」という文面と土下座する猫のスタンプ。

　……良かった。無視された訳ではないのだ。

　一筋の光を、何度も何度も読み返す。瀬川の言葉が嘘でも本当でも良かった。自分の存在を思い出してくれたという事実が大切だった。けれど、昔は声もかけずに帰ってしまうなんて事はなかった。やはりカウントダウンは始まっているのだ。

　過去との相違点を見つけ、またもやぐちぐちと懊悩し始める自分が鬱陶しい。

「う……っぐ」

　にわかに襲ってきた吐き気の為トイレに駆け込んだ。ガタン、と椅子にぶつかりながらも何とか便座に行き着き、勢いよくフタを開く。両サイドに手の平をついて、顎を突き出した。

「げほっ……ごっ……っうえっ」

　大して食べていないので、少しの吐しゃ物を見送った後は、胃液が逆流してくる。咳き込んでいると、不意に、何者かにその背を撫でられる。香水の匂い。河田だろうか。確かめる事も面倒でそのまま撫でさせていたが、その内「大丈夫～？」という声と共にふにゃふにゃとした生ぬるいモノがもたれかかってきたので仕方なく振り返る。

「てかさ、ここ女子トイレだよぉ」

　やはり河田だった。彼女も酩酊状態にあるようで、言葉が覚束ない。

「あーそう」

「きゃははは、バーカァ。あーそう、じゃねえし。アキのエッチぃ」

　けたたましく笑いながら、宮原の背をバンバン叩いてくる。宮原の酒癖は褒められたものではなかったが、河田もいい勝負であった。

「ねえ、うちおいでよ」

「……はぁ……？」

「すぐそこだから」

　河田の化粧はだらしなく剥がれかけているが、寧ろその方が可愛らしく思われた。つけ睫毛の取れた一重の目は丸っこくて小さい。笑うと益々きゅっと縮まる。鼻も、唇も、どこも尖っていない顔立ちをしていて、愛嬌があった。少しふっくらとした体も悪くない。反対に、母のように痩せていてキツイ顔の女が苦手なのだ。目はぎょろりと煩く、主張の強い鼻は隙を許さない。美人の部類と評されていたようだが、母に似ていると言われてもちっとも嬉しくなかった。そういえば、橋本は、外見的には母と近い傾向にある。だから、余計彼女の糾弾を嫌悪して、臆してしまうのかもしれなかった。

「ベッド、最近買い換えたんだよね。おっきくて、二人ぐらい余裕で寝れるし」

「ふーん」

「ゴムもぉ、沢山買ってあるし。ねえ？」

　瀬川以外とは久しく寝ていない。だが、時折……試してみたくなる。瀬川じゃなくても、「あの行為」に及ばなくても、問題なく出来るんじゃないか、という悪あがきが頭をもたげるのだ。特に今夜は、橋本から聞いた瀬川の話が……「終わりにしたがっている」という言葉が大きく膨らんで、ただでさえ頼りなく呼吸する器官という器官を埋め尽くしていく。息も出来なくなりそうだった。

　瀬川が、明確な意志を持って自分から離れようとしている――。

　もし彼がいなくなったら、と仮定してみる。

　就活を何とか終えても、無事就職して毎日仕事に明け暮れても。そこに何の意味があるのだろう。瀬川に会えないのに、面倒事を片付ける必要が、どこにあるのだろうか。疲れた時、嫌になった時、悲しい時、嬉しい時、どうすればいいのか。暗く何も見えない深い穴に落ちて、ただ餌を食い生きながらえるだけ。想像しただけで、気が狂いそうだ。

「お前ん家、どこだ」

　宮原は立ち上がり、女の手を引いた。河田は宮原の了承を受け取って、嬉しそうにその腕へ絡みつく。気分がいいのか悪いのかはもう分らなかった。けれど酔いはしつこく体に残っており、足がもつれる。これだけ酔っ払っていれば、最後まで出来ずとも不自然ではないだろう。頭の片隅でそんな算段が立つ。フラフラと倒れ込みそうになりながら、店を後にする。

　河田のマンションは聞いていた通り、程近かった。玄関の扉を閉めるや否や抱きつかれる。愛撫するふりをして彼女の首筋を舐めて、噛みついた。締め上げてやりたい欲求は瀬川にしか沸き上がらないらしいと気が付き、宮原は自分に苦笑しつつ、タイトスカートをたくしあげる。

「ああん……」

　瀬川とは全く違う体の厚み、声、震え。充分な準備を施さずともひとりでに濡れる挿入口には違和感しか覚えず、最早勃起させる事から既に困難かもしれなかった。

　心も体も、全然自分の思い通りに反応してくれない。世界は儘ならない事ばかりなのに、自分すらもコントロール出来なかったら一体何を頼りに生きればいいのか。

　半年ぶりの女の肉体は宮原を跳ね返すばかりで、一人でいるよりもずっと空しかった。

　しばらく彼女を愛撫したり、逆にしゃぶって貰ったりすることでようやく「使い物」にはなったが……案の定、最後までは出来なかった。挿入中に萎えてしまい、射精が叶わなかったのである。










「じゃ、おやすみなさーい」

　河田は宮原の失敗を責める事もなく、あっさり眠りについていた。飲み過ぎた、という言い訳に対しても「そっか」と軽く聞き流し、それ以上話題にする事もなくシャワーを浴び、気まずくならない程度に世間話をしてから。けろりとした寝顔が有り難い。こういう女と付き合えば楽だろうな、とチラリと思う。けれど、楽なのは宮原が河田を恋しく想う事もないからで、また同時に河田にとっても同様だからだ。好きな相手程思い通りにしたいと強く願い過ぎて、空回りして相手を困らせ、逆に遠ざける事になってしまうのだろう。そんな幼稚な話、母のような特殊な女に限ってか、あるいはドラマや小説の中でだけのフィクションだと思っていたが……近頃は胸を絞られる程共感してしまう。

　彼を初めて殴った時、犯した時。とても強い生き物になれたように思ったのに。失いたくないと感じてしまった瞬間から、母以上の落伍者に成り下がっていた。彼を欲しいと思う以外、展望も特技も心を許せる友人も、自分には何もない。行かないで、と縋り、その為なら何でもしてみせるしかない……弱者。真反対のポジションを勝ち取ったと思っていたのに。どうあがいてもあの女のような道を歩むしかないのだろうか。










「二酸化炭素の排出量については、発展途上国の経済発展に伴って当然増加傾向に……」

　大教室での講義をＢＧＭにしながら、宮原はスマートフォンでＬＩＭＥメッセージを作っては消し、作っては消し、を繰り返していた。

　あの晩――河田とのセックスに失敗した夜に届いていた、瀬川からのＬＩＭＥへの返信内容を考えている。折角、彼から連絡があったというのに。こういうところも良くないのだろうか、等と女子中学生のように殊勝に考えてみたりもした癖に、もう二日も経ってしまっているのだ。橋本の話が気にかかって、顔を見る事はおろか連絡を取る事すら躊躇われていた。最早どう送ればいいのか分らない。全く別の話題を送った方が無難だろうか。それとも、返信が遅れた事を詫びた方がいいだろうか。瀬川がくれたＬＩＭＥメッセージに対し、今更どう送れば不自然でないか、瀬川が返信し易いか思案していた。いい切り出し方は、一向に浮かばない。瀬川が自分のもとに留まりたくなるような、気の利いた言葉は何も。

　――あははははは

　――うけるんだけど

　初老の教授が何か冗談を言ったらしく、教室内は気安い笑いが起きていた。宮原だけが一人取り残されているような錯覚に陥る。

　仕方なく、授業が終わったら家に来るように命じる……といったいつもと変わり映えしないメッセージを送った。たった数行送るだけでどっと疲れた。それだけの事に惨めったらしく緊張していたのだと気が付いた。

　そうまでして送ったメッセージはすぐに既読がついたものの、一時間待っても二時間待っても返信が来ない。

　宮原はもう授業が入っていなかったが瀬川の返信を待って、学内で適当に時間を潰すことにした。誰かしら顔見知りに会えるであろう、喫煙所に足を運ぶ。

「よぉ、彰文」

「おう」

　名前も思い出せない、舌に三つピアスの空いている男から声をかけられた。

「なあ、麻美覚えてるか？」

「……誰？」

「前に、ほら、ハプバーで四人でシたつってただろ」

「ああ、……すげぇ目の細い女」

「そうそう！　そいつがさ……」

　中身のない会話を、惰性で続ける。それでも、一人で過ごすよりは時間の流れが速いだろう。

　瀬川は教職課程を履修しているので、三年の今も毎日授業が入っている。そう、だから忙しいだけだ。言い聞かせて、無為な時間を過ごす。そうしてじりじり待ち続けて、六限目の終わる時間が訪れた。まもなく、二十時を迎える。それでも瀬川からの返信はなかった。焦れた宮原は、ついに瀬川の携帯に電話をかけてしまっていた。コールが鳴り続ける。出ない。たかだか一文送信するのに何時間も悩み抜いたのに、こうして衝動的に連絡を取ってしまっては意味がない。解っていても、コールを止められない。

　避けられている。距離を置かれている。今に置いて行かれる。その事しか考えられなくなっていく。呼吸は浅くなり、噴き出す手汗でスマートフォンがぬかるむ。

　いい加減、瀬川の意思を……拒絶を認め、受け入れ……慣れてしまわなければいけないのかもしれなかった。そうでなければ、都度傷つき、都度判断能力を失ってしまう。

　構内を歩き回りながら電話をかけ続ける。六限目の授業などとっている学生は少なく、廊下も教室も無人で、学校全体が暗かった。

　ふと、電気のついている教室が目に留まった。近付き、覗いてみれば――。

「まこ」

　瀬川と、橋本の姿があった。思わず切迫した声で呼んでしまう。

「宮原くん」

「どうかした？」

　じわり、と首をかしげて尋ねてくる瀬川。宮原が焦っている意味も理由も本当に全く分からない、といった表情。羞恥心と怒りからカっと内臓が熱くなる。

「……、い、……っ彰文っ」

　反射的に瀬川の手首を掴み、引っ張っていた。

「えっ……やだ、ちょっと――」

　橋本の声が遠ざかっていく。どこに行くか自分でも検討がつかないが、とにかく教室を飛び出していた。瀬川は手を引かれるまま付いてくるが、何を考えているか分らない。知る事が怖い。でも、気になって溜まらない。

　適当に人気のない非常階段に連れていく。時間が遅い為、他の人間の気配はなかった。

「俺は――」

　宮原は何か言いかけて、しかし何をどう言えばいいか分らず口を噤んだ。

「返信遅れたから怒ってる？　ごめん、今日は忙しくて……」

「違う」

「違う？」

「橋本が、うぜぇんだよ」

「美紀ちゃん？　何で」

「……何でって」

　ハッと宮原は小さく笑った。思い当る事が本当にないのか。それとも、しらばっくれているのか。どちらなのか解らなくて――それなら、そう聞けばいいのに、その簡単なことが難しくて。全く成長していない自分など笑うしかなかった。

「美紀ちゃんはいい子だよ」

「はあ？」

「授業も大体かぶってるし……俺も美紀ちゃんも子供好きだし。本の趣味も合うからよく話す」

　だから、何だというのか。橋本のことを知りもしないで悪く言うな、という意味に聞き取れてならない。一つ一つの言葉が、適切に宮原のイライラを、不安を誘発していく。

　――ドンッ！

「っっ……」

　瀬川の胸倉を掴んで、階段の手すりに追い詰めた。

「俺とのことを終わらせなくちゃ、って？」

　瀬川は無言で宮原を見るばかりだ。

「どういう意味だ、そりゃ」

　怒りと焦りと悲しみが混ざって、言葉も表情もうまく自分と馴染まない。言いたい事も考えたい事も着地が見えず、見えないから合致していかない。口角は我知らず上がるのに、目は瀬川を逃すまいとし爛々と見開かれていた。

「何の話？」

「――は？」

　聞き違いかと思った。彼から零れた言葉とは思えない、棘があったから。

「何の話か、俺には分らない」

　瀬川の目は、言外に「俺の勝手だ」と訴えているように思われた。俺が何をしようとも、お前には関係ない事だ。だからいちいち説明する気もない、と。

　――斬り捨てられた。傍目には分らない傷でも、宮原には致命傷である。

　こういう事を繰り返して、どんどん離れていくつもりなのだろうか。問い詰めても、知らない分らないとはぐらかされ、少しずつ距離を置く。これまで自分が瀬川にしてきたことを考えてみれば彼の対応は当然であるし、それだけのことをしてきた自覚はある。それでも現実を受け止められるかどうかは全く別の話であった。

「お前は……っ……」

　ごっ……。鈍い音を響かせていた。

「っ……ぅ」

　彼の腹を膝で蹴ったのだ。至近距離の為、大した勢いをつけられなかった。それでも、もう一度同様に彼の腹を膝で抉る。駄々を捏ねるような暴力を止められない。

「ぐ……っ」

「……お……、俺が何も解ってないと、思ってるのか。解ってて……喧嘩売ってる、のか……」

「彰文とは、喧嘩にならないだろ。何も言わなくたって、いつもお前……俺に怒ってるんだから」

「……っそん……」

「俺に許されるのは、泣くことと謝ること。あとは……、何だろうな。独り言ぐらいか」

　昔自分が投げた言葉が、瀬川の刃になって帰ってくる。全身斬りつけられ、バラバラになってしまう。

　――行かないで

　――ひとりにしないで

　気弱で惨めな声が反響して、眩暈がする。悲しくて、怖くて、壊れそうだった。だから仕方なく、悲しみを燃やして怒りに無理矢理変えていく。

　怒って、痛めつけて、叩きのめしてきた。そうしている最中は自分が弱くないと錯覚出来たからだ。

　もうどうにでもなってしまえ、滅茶苦茶になってしまえ――という自暴自棄は強さの反対でしかないのに。

　――ガッ

「いっ……」

　無理矢理背を向けさせ、背後からその首を渾身の力で掴む。遠慮のない強さに瀬川が眉を顰めた。

「ああ、そうかよ」

　頭は燃えるように熱いのに、自分の声は恐ろしく冷えている。

「うう……っ!?」

　後ろからＴシャツをたくしあげ、乳首をギリリと捻りあげる。

「……彰文！　ここ、学校、だから……」

「そうだな」

　これまでクラブのトイレやら、夜の公園やら、おあつらえ向きの場所で至った事はあるが。知り合いの多いこんな場所で行為に及ぼうとしているなんて、どうかしている。体面の為ではない。瀬川が拒絶すると分っていて、それでも強行しようとしている事が、だ。逃げて欲しくないと言いながら、何故なのか。追い詰めてしまう。痛めつけてしまう。自分が、一番満たされるやり方だからだ。瀬川にとってそうではないと分っていても……。

「～っやめ……こんなのっ……場所、考えろって……」

「もう勃たせてる癖に」

　服の上から触っても分かる程、瀬川の陰茎は既に高揚を成していた。宮原がしつこく首を責めるので、首に触れるだけで瀬川の体は反応するのだ。愛でも望む快楽でもなく条件反射なのだろうが、その事実が重要であった。

「……っあ……っあ、あ……」

　下着の中に手をいれ直接ペニスに触れる。が、ソレへの刺激はそこそこにし、睾丸をコリコリと揉み上げた。パンと張りのあるそれは、今すぐにでも欲望を吐き出してしまいそうな程膨らんでいる。触れば触っただけ反応していく肉。少なくとも体だけは今も自分のものなのだろうと実感が持てる。

「うっ、うう……ん……、あきふ、み……」

　焦らしているとそのうち瀬川の腰が物欲しそうに揺れていく。入口を指先で探れば、そこは無意識になのかパクパクと開閉している。

「やだ……も……っ」

「もっと？」

「……違うっ……もう、やめてっ……！」

「見られたら、大変だって？」

「彰文だって……困る、だろ……っ！　男と、こんな事して……」

「別に。俺が節操ねぇのなんて、今更だろ。１００人と寝て、そのうち１人が男だろうと誰も驚かねえよ」

「……っ」

　少し嘘を吐いた。確かに昔はもっと色々な女を試してみたし、最後まで出来る事だってあった。瀬川はそんな過去の自分を知っている。けれど最近は…数えられる程度にしか瀬川以外を相手にしていない。フォルチェで酔い潰れた夜の情事は――実に半年ぶりであった。

「突っ込む穴に男が加わってたって、話のネタになるぐらいのモンだろ」

　誰かに見られたら――そりゃあ多少の面倒はあるだろうが。せいぜい遊びの延長という言い訳で済ませられる。

　それ自体は別に困った事じゃない。困るのは――内面を知られる事だ。瀬川が欲しくて溜まらない、という本心を。瀬川がいないと指先一つ動かせない自分を――。

「お前は、最低だ」

　泣きそうな顔ではっきりとした非難の言葉を投げかけられ、胸が痛む。けれど同じぐらい、嬉しかった。彼を傷つけられる事が。泣かせられる事が。

「じゃあ、その最低野郎におっ勃てて、物欲しそうにしてるまこは何だ？」

「……こんなの……慣れだ」

「へえ。すげぇ事に慣れてんのな」

「誰のせい、だよ」

「首絞められてイって、外でも犬みてぇにダラダラ零して。ここまで飲み込みがいいってのは誰のせいでもねえよ。お前の才能だろ？」

「―――っ」

　もっと傷つけてやりたい。自分から離れようとしている瀬川が怖くて憎くて、そしてどうしようもなく好きだった。

「ほら。突っ込んでやるから、脱げよ」

「嫌だっ」

「ハ……」

　明確に「嫌だ」と拒絶された事は初めてだった。目の前がぐらりと歪み、白んでいく。遠回しに伝える気にもならないぐらい、嫌悪感を募らせているのだろう。

　元々瀬川の慎重で臆病な性格的に顔見知りにいつ見られるか分らない場所で及べばどうなるか自分でも解っていた筈だ。じゃあ、もしかしたら、いっそ拒絶されてしまいたかったのかもしれない。逃げられるかもしれない、嫌われているかもしれない、といちいち脅えるぐらいなら、いっそはっきりと決別されてしまいたくて。そうすれば、心置きなく怒りをぶつけられる。攻撃出来る。壊してしまえる。

　全くもって馬鹿げている。思春期のガキ以下だ。

　でもすべての不幸を自己責任だと認めてしまったら、世界が壊れてしまう。だから、自分以外の物や環境の所為にして、攻撃するしかない……子供の理屈だった。

　――ギュウッ！

「いっ……!!」

　宮原は弄んでいた瀬川の睾丸を思い切り握った。

「いいから、早く脱げ。潰すぞ」

「ひっ……っい、いぐっ、うっ」

　ぎゅ、ぎゅ、と断続的に力をこめる。

「それとも、コレも感じるってか？」

「い、ぎ、うう、痛いっ、やめっ……やめて……っ」

「だったら。何度も言わせんなよ」

　いっそ、もっと嫌われてしまいたい。嫌われたくない。逃げられたくない。橋本の言うように……本当はもう、解放してやった方がいいのかもしれない。瀬川の為ではない。自分で自分をこれ以上惨めにしたくなくて。母のような末路を迎えたくなくて。

　それなのに、何年にも渡って育ててきてしまった執着心を殺す方法は見つからない。暴走していく様を他人事のように眺めて、自分に絶望していく。

「うっ……、うぐ」

　瀬川の目からどっと涙が溢れていた。痛みによる生理的な涙だろうか。それとも、悔し涙だろうか。宮原は目尻を舐めて、それを味わった。瀬川はのろのろとした動きで、カーゴパンツを下着と一緒にずるずる脱いでいく。ぶるん、と硬度を保ったままのペニスが露わになり、天を仰いだ。

「萎えてねえのな」

　耳元で囁く。

「変態」

「う、うう……」

「挿れて、って言えよ」

「……っひ……」

　二つの睾丸を引きはがすように手の平の中でコロコロと転がし、脅迫した。

「い、いれてっ」

「もっと、可愛く」

「……っ」

　瀬川の肩がびくっと震える。今のは、恐怖ではなく理不尽な暴言に対しての憤りの表れだろうか。

「こんなことして、楽しいか」

「……今日は随分反抗的だな。新しい趣向か？」

「俺は……」

「――何、だよ」

「……いや」

　宮原が食い気味に言葉を遮れば、簡単に押し黙ってしまう瀬川。

　何故彼が、自分を避けたり――拒絶したりするのか。最早、その理由と向き合うべき時期だった。橋本の言うように「終わらせようとしている」瀬川の話を聞くべきなのだ。

　けれど、正面切って真摯に「終わりにしたい」と言われてしまえば、自分に出来る事が無くなってしまう。受け止められる筈もない告白を受けては冷静でいられず、殴って、閉じ込めて、醜悪な脅迫を始めて――最悪警察沙汰になるだろう。

　それでは、弱さを吐露して縋ってみせればいいだろうか。好きだ、愛してる、だから離れて欲しくない、と今更でも懇願してみれば、何か変わるだろうか。気味悪がられるか……鼻で笑われるか――もしくは、家庭環境を加味して、同情されるかもしれない。同情心から誰とも結婚せずずっと傍にいてくれるのならそれでもいいが、橋本のような第三者が、いずれ彼を連れて行ってしまう気がした。

　周囲に関係性が知られるところとなれば、したり顔で宮原に意見するだろう。瀬川が、自分から宮原の元を離れたくないと思うような振る舞いをすればいいと。でなければ、手放せと。

　出来るものなら、とっくにそうしている。正しいと分っている行いだけで生きていられる人間は、何て幸せで、他人の痛みに鈍感なのか。こうでなければ死ぬしかない人種が居るなどと想像もしていないのだろう。けれど死んで消えれば解決すると言われてしまえば、それ以上反論出来る自信もなかった。

「……挿れて。彰文」

　不意に瀬川がそう零す。自分が命令した言葉をなぞっただけなのだが、体温が急激に上昇した。この男に挿入して、心ゆくまで揺さぶりたい。欲望に駆られていれば、正気で居られる。

「あ、ああっ……」

　ずぷずぷと自分を下から埋めていった。

　彼自身の体重もかかるように腰を落とさせ、燃える衝動のままに律動を開始した。

「ひっいっ、あ、いいっ……う、ぐっううっ！」

「っ……すげぇ声。外にも聞こえそうだな」

「あっ、あ……つよっ、つよすぎ、ぃ……そこ、ばっか……やあ、やめて……っ」

「まこの、好きなところしてやってんじゃん」

「や……ぅふうっうっ……んああっ」
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「あー、でもまだ、イクなよ。ちゃんと、ギュってしてやるから。な？」

「ふぅっううっ……ぐうっうーっ」

　瀬川の小鼻がぴくぴくと広がって、瞳は白目を剥きそうにぐるぐるしている。知性の光が失われ、愛しさが増す。宮原専用の、可愛い抱き人形になる。もう、宮原の声も何も届いていないかもしれない。何も、考えられなくなっているかもしれない。嫌いとか好きとか、逃げようとか、将来とか……終わりにしようとか。体以外どうでもよくなって、ただ快楽を貪りたがってくれたらどれだけいいだろう。

「は、あ、あ……、あ……っっあっ」

　瀬川の腹筋がぐうっと緊張した。射精が近いと分り、塞き止めるべくはち切れそうな彼の全長を握る。

「いぎぃっ！」

「イクなって言っただろ」

　びくびくと震える性器を握ったまま、内部の動きを激しくする。

「う、ひっ……やだ、っも……っ」

「ちゃんと、アレでイケよ、まこ。いつも通り気持ちよくしてやるから」

「やだっ……、も……いや……イキ、たいからあ……っ」

「嫌だ、って奴の穴じゃねえだろ、これは。もっともっとよくして、って俺のこと美味そうにしゃぶってる」

「っぐっ……ひぃ、ん、……ああ……、ああっ……ああ……！」

「……まこ」

　塞き止められた快楽が瀬川の中で暴れまわっている。その反応が内壁に伝わって、宮原は恍惚の息を漏らした。

「パブロフの犬って奴。いいよなあ……」

「な、に……が……」

「まこ、俺の顔見たら勃起するようになれ。いつでもどこでも。そしたら、ずっと面倒みてやる。ちゃんと毎日、きもちいーの、出させてやるよ」

　稚拙な愚弄に愛の告白を混ぜる。ずっと、まこの面倒を見る。一緒に住んで、まこの為にせっせと働く。自分だけを待つようになる彼。夢のような妄想に、昂った。

「ああんっああっ……あ、ああーーっやあん、もう、ダメ、だめ……っ」

　最早合意としか思われないであろう、あられもない嬌声。宮原はそっと首筋に噛みついた。

「あうっ……っ」

　それから、儀式のよう、歯形の出来た場所へ口づけて。片手で頸動脈を締め上げた。

「ぐ、ぶっ！」

「もう少しでイケるな、まこ。ぎゅーってされて、頭真っ白んなって、飛びまくれる。なあ、嬉しいか？」

　未だ、可哀想な性器を戒めながら、刷り込む。これは楽しくて嬉しくて待ち遠しいご褒美なのだと。何度もしてきたけれど、一向に彼は自分のものにならない。

「がはっ……っ！」

「答えろよ」

　力を緩めて、発言を促す。でなければ射精を許さないと暗に告げていた。

「う、嬉しい……っ嬉しいから。早く……も、……も、うぐうっ」

「――まこ……」

　再び強く強く締め上げる。同時に、太く激しく中を擦りあげた。

「が、ぐっ……！」

「ああ、まこ。まこ……っ、ク、……ダメだ」

　これ以上力をこめれば殺してしまうだろう。解っているけど、その誘惑がどこまでも膨らんでいく。今日はいつものようにタオルを施していない為、瀬川の体温がダイレクトに伝わってきて、一層高揚してしまっていた。きっと、はっきりと痕が残ってしまうのだろうと想像する。白い首に、グロテスクな刻印がくっきりと残る様。嬉しさのあまり笑みが零れていた。誰にも見せられない表情を浮かべて、瀬川を貪っていく。

「ふっ……ぅ」

　いつまでもこの幸福を味わっていたかったけれど、終わりは唐突に……いつの間にか訪れていた。瀬川の中に迸りをすべて注ぎ込む。

「……ごほっ……、がはっ……っうっ……」

　彼の首や性器への圧迫を解いた。急に肺へ空気が送り込まれ、瀬川が激しく咳き込む。いつも以上に苦しそうに、何度も。

　望んだ通り、瀬川も頸動脈を締められたまま……達していた。宮原の手で受け止めきれなかった彼の精子が階段の踊り場に白く飛び散っている。

「う……ああ……あっ……」

　放出された高揚によりぬめった手の平で、瀬川の硬度を失った陰茎を可愛がる。残っている残滓を絞り出させるように、ゆるゆると上下に動かした。

「も……終わった、から……」

　鬱陶しそうに宮原を跳ね除ける、ぐったりとした力のない仕草が愛おしい。捻りつぶして、噛みついて、食べ尽くしたい。

「いやあ……っはな、しっ……てえ」

　ぎこちない動きで首を横に振る瀬川。息の根を止めるみたいな、執拗な愛撫は、拷問にも近い。しつこく長く、次第に早く先端だけを苛めてやれば、程なくして彼はまた達した。ぷしゃり。ごく薄い吐精だった。

「あ、はぁ……あ……あ」

　陸に打ち上げられた魚のように、ぴくぴくと小刻みに全身を震わせ、宮原にくったりと体を預けている。弱々しい肉へ口づけを落とした。俺のものだ。一時的にでも満たされる。けれど同時に、正気に戻ればまた自分を否定し始めるのかと怖くなる。

　宮原は彼の衣服を乱雑に整えてから、背中に抱えてそのままタクシーに乗り込んだ。自宅に連れて帰る事にしたのだ。瀬川は自分で体を動かす事すら億劫なようで、一切拒絶することなく、されるがままになっていた。大学からは少し離れた――父親が投資用に買った、高層マンションの一室に着く。宮原は、母の没後２ＬＤＫのこの部屋で一人暮らしをしていた。

「んん、うぅ……うっ、ん」

　玄関に瀬川を転がすと、ぎゅっと目を瞑りながらもごもごと口を動かし……寝言のような呻き声をあげている。いつのまにか眠っていたらしい。仕方ないので寝室に運び、敷いたきりだった布団の中に入れてやった。寝ている彼に近づく。拒絶も嫌悪の色も何も浮かべる事はない、あどけない寝顔。安心してずっと見ていられた。

　気休めに、彼の手首を縛ってみた。前に、セックスの最中使った麻縄である。彼を捕まえ続けている事など出来ないのに。それでも自分の監視下で拘束されておさまっている瀬川を見れば幾分か不安が消失していく。こんな考えはおかしいと分っている。分っていて治せないのは、自分のイカれた趣味嗜好の所為なのか。それとも、瀬川の母を玩具にするようなやり方で愛した父の所為か、父によって狂った母の所為か。

　人を「好き」になる、とは一体どんな感情なのだろうか。一般的な「好き」は相手の喜びを想像し、尽くしていくことのように思える。でも、努力をし続けたのに結局逃げられてしまったら、母のように朽ちながら狂うしかないのかもしれない。若年性アルツハイマーを発症した上、癌で死んだ女。最期まで息子の名を呼ぶ事はなく、父ばかり気にしていた。「あなた、私、あの女よりずっと色々出来るから」「行かないで」「あなた、大好き」――みっともなく縋ってもすべては徒労に終わり、父は海外へと赴任していった。瀬川の母を連れて。

　両親の激情の中、宮原は終始蚊帳の外であった。孤独だった。一人で、理不尽な現実の波にさらわれ続けている。溺れ続けている。この波から這い上がる為の階段はどこにも見つからない。だからせめて、瀬川は自分のモノでなければ――道連れに出来なければ、割りに合わないのだ。






＊＊＊






　中学三年生の、高校受験シーズン真っ只中だった頃。どうしても瀬川を自分と同じ高校に進学させたくて、何度も彼に命じた。

「お前の分際で、天下のＫ高に何の文句があるんだよ？」

「文句なんかないよ。でも、俺には、見合わない学校だから」

「見合ってなかろうが、どうでもいいんだよ。俺が行けつってんだから、行け」

「でも……」

　けれど都度、こんな風に……金銭面で余裕がないと断られた。生意気だ、と殴っても中々うんとは言ってくれない。

　だから結局話しかけたくもない父親に頼んで、先回りして有無を言わさず援助させた。父は後ろめたさの為か、宮原の願いを諾々と聞き入れたし、金払いは異常に良かった。そうして退路を断ち、願書の提出も見届け、無事にＫ高校へ彼を入学させた。

　高校では、瀬川が露骨に虐められる事はなかった。宮原自身が手をまわしたりもしたが、それ以前に「宮原がパシリに使ってるらしいから大っぴらな虐めはまずい」という評価が下されたのである。宮原の父親はその頃には会社で重役候補と言われており、表面的には近所でも有名な「勝ち組」であった。元々派手な容姿と威圧的な態度から宮原自身他人の目を惹く宮原だったが、その息子という事もあって、中学の時以上に周囲からもてはやされたのだ。あんな男でも役に立つのだから、地位や金も多少は便利なものだと学んだ。

　それでも時折瀬川に対し「からかうぐらいは許されるだろう」という空気が学内でにわかに流れる事は珍しくなく、気まぐれに揶揄される事はあった。だが彼は状況を変えようとはせず、すぐに泣きだしそうな表情を浮かべる癖、多分どこか淡々と受け入れていた。瀬川は周囲にどう思われていようと、自分が納得しなければほとんど影響を受けない、頑固な子供だった。気弱でおどおどとした態度ではあったが、いくら孤立しても学校を休む事はなく、成績も上位をキープしていた。それに、彼はいつでも誰に対しても親切であった。落とし物があれば律儀に持ち主を探し、突然の雨に困った人間がいれば傘をあげていた。クラスメイトからすれば不気味でさえあっただろう。だから、瀬川が誰かに優しくしていても、それを正しく受け取れていたのは恐らく宮原だけであった。今考えてみれば、宮原を最も落ち着かせる状況だったのかもしれない。

　宮原は瀬川を日常的に殴ったし犯したし、パシリのように使う事もあった。時折友人へ接するよう、女について勉強について母について、アレコレ話をしてやることもあったが、二人きりで居る時に限定された。瀬川のような男と対等に親しくしていると周囲に知られたくなかった。何より、すべてを打ち明けられる相手が瀬川だけなのだという事実が自分自身恥ずかしくてたまらなかった。そのように理不尽極まりない関係性を続けていても、瀬川は宮原の悩みを真摯に聞いて、励ましてくれていたのだった。






　高二の、晩秋のある日。朝から具合が悪かった。昼休み、熱が上がってきたのか朦朧としながら席を立とうとした折、

「宮原、薬いる？」

　と、瀬川に声をかけられた。驚いて目を見開く。誰より早く瀬川が気が付くなんて。いい気味だと思う様子は全くなく、純粋にこの身を案じてくれていた。

「俺、扁桃腺が弱いから……薬、いつも持ち歩いてるんだ」

「ふぅん」

「ここに、置いておく」

　机の上へ。おずおずと差し出される市販の風邪薬。それから、レモンののど飴。

「あっ飴は、先生に怒られちゃうか……」

　さっとポケットに戻される黄色い包みのキャンディー。自分に向けられる優しい言葉を、一連の仕草をいちいち可愛く思った。嬉しかった。抱きしめて、キスしたくなった。この時はまだ、父母の関係性への戸惑いや見栄、それから男同士であることの抵抗感が強く、心の中でさえも彼を可愛いと形容出来ないでいたのだが。

　瀬川は、そんな宮原の惑乱を心得ていたのか、自分からは必要以上に話しかけてこなかった。この時も、薬を置いたらさっさと背を向けて歩みだそうとしていた。

「待て」

「……え？」

「保健室、連れていけよ」

「でも……」

「いいから。肩貸せ」

　ふらりと立ち上がって……甘えたように彼の痩せた肩へ凭れかかる。具合が悪いという言い訳を励みにしていた。殴るよりも犯すよりも、そんな風にしなだれかかる方が余程勇気が要ったのだった。

　瀬川は少し考えてから、ゆっくり、保健室の方へ歩み出して行った。

　保健室は、昼休みの為無人だった。入口付近のホワイトボードを確認すれば、いくつか連絡事項が書かれており、保険医が戻るまでにあと三十分以上かかるらしいと分かった。

「寝かせろ」

　傍若無人に言ってみせても、瀬川はごく丁寧に宮原の体を扱った。恭しく学ランを脱がせてから、壊れ物のように触れてくる。ふんわりと布団の上へ背を預けさせられた。

「まだ、行くなよ」

　毛布をかぶるやいなや、瀬川が行ってしまわないように、早口で告げる。命じた通り、瀬川は無言でそこに立ち尽くした。

「……寒い」

「あ、そうだ。さっきの薬……飲んだ方がいいよ。熱上がってきちゃう前に」

「要らない。寒いから、お前もここに入れ」

「ここ？」

「布団の中」

「……いいの？」

　可愛い返答に胸がきゅっと甘く疼いた。どうして瀬川は宮原を嫌悪するどころか、誰より愛情を傾けてくれるのだろう。不思議ではあったが、当時はそれに慣らされていたし、彼が居なくなるなんて事は想像もできなかった。

「あったかい」

　宮原と同様に上着を脱いでから、ゴソゴソと毛布をめくり、瀬川が布団の中に入ってくる。本当に、あたたかくて、宮原は瀬川を抱きしめたくなった。それは流石に憚られて、まだ寒いと言わんばかりに彼の温い体へぐりぐりとを摺り寄っていく。

「詰襟がないと、目立つな」

　瀬川の首筋には、自分の残した絞首痕がいくつも残っている。息がかかる程の至近距離で見つめながら呟いた。

「……うん」

　瀬川は頬を赤らめて、宮原から視線を外す。

「？」

「く……くすぐったくて」

　もじもじと腰を動かしながら、言い訳がましく答える。

　ピンときた宮原が、瀬川自身に手を伸ばせば、案の定そこは既に芯を帯び始めていた。

「何で勃たせてんだよ、お前」

　クスクスと笑いを含めつつ耳元で囁く。

「うっ……、ぅ、わかん、ないよ」

「首、好きだよな」

　ペロリ、と薄黒い痕を舐めあげた。

「ひっん……！」

　明らかな嬌声があがる。周囲を気にして抑えられた息遣いがエロティックで……宮原自身も易々と反応していた。

「変態って言うんだ、お前みたいなの」

「いっア……、あああ……」

　言葉で追い上げながら、シャツの中に手をいれ、両の乳首を撫でさする。

「だっダメ、宮原、くん……ダメ」

　首を横に振りながら逃げようとするので、覆いかぶさって体重をかけた。

「んぅう、ううっ」

　つまんだり、抓ったりすれば面白いぐらいに瀬川の体が跳ねる。瀬川は無意識になのか……宮原に体を預け、うっとりとした表情を浮かべ始めた。風邪でダルかった筈の体はじんわりと温まって、満たされる。

　唐突に、自分は彼の事が凄く好きなのかもしれないと思い至る。自分の手の中で無防備に感じている様が、愛しくて愛しくて仕方なかった。

　それは宮原にとって、この上なく嫌な知らせだった。誰かへの深い愛は、狂気の始まりとしか思えなかったからである。母のように理性を欠く哀れな未来しか描けない。実際、宮原は今、瀬川を可愛いと思えば思う程、彼が好きなのだと実感すればする程、この細い首に噛みついて、締め上げてしまいたくてたまらなくなっていた。自分だけのモノにしたいという未熟な欲望。

　普通じゃない自分でべったりと寄りかかりながら、それでも人一倍愛を請う。そんな惨めな真似をして、道半ばで捨てられでもしたら……家の中に潜むあの化け物のようになってしまうのではないか。

　嫌な予感を振り切るように、宮原は瀬川の首筋に噛みついていた。彼の体は快楽に混じった鮮烈な痛みを悦び、宮原を安心させるのだった。










　宮原の部屋は、夜明けの陽がはっきり差し込んでくる。朝の太陽の下、眠っている人間を犯す。初めての体験で、最初は物珍しさもあって興奮したが、すぐに飽きた。早く目覚めて欲しくて、口元のほくろを撫でる。無反応だった。だから弛緩した瀬川の体を揺さぶりながら、唇や舌をがむしゃらに吸った。

「んうう……っ、……う……？」

　やっと、目を開けた。驚きと戸惑いの広がった表情。それらはじわじわと嫌悪に集約されていく。

「何……して……」

「睡眠姦、っつーんだろ」

「そんな事聞いてないっ……寝てる人間に何……、……考えっ……んっ……あ……」

「寝てても、勃つんだな」

「……生理、現象だろ……。それより、これ……」

　手首の拘束に気が付いたらしい瀬川が、そこへ視線を落とす。

「懐かしいだろ。前にちょっと使って……すぐ飽きたよな」

「……痕が残るから、……外して、欲しい」

「今更。首ンとこ、昨日ので青くなってるぜ」

「――、ああ……。そうだった……」

　いかにも不快な思い出を探っていると言わんばかりに目を瞑り、独り言のようにぽつりと漏らす瀬川。

「しばらく休んどけよ」

「無理。授業休むの、勿体ない」

　瀬川は宮原の父から援助を貰っているが、いつか全額返すつもりでいるらしい。だから授業をさぼることについて「勿体ない」という発想が出てくるのだ。

「今日も行くのか」

　言った傍からしまった、と思った。まるで行って欲しくないような物言いになったから。

「今日……？　……行かせてもらえるんなら、行くけど」

　瀬川は、心底しんどそうにしながらも嘲笑を浮かべていた。今についてだけではなく、宮原のすべてに呆れているような眼。傷つくが、自業自得だった。昨日、あんな場所で責め抜いた上に、またこうして同意なく行為を押し進めている。

「んんっ……！」

　宮原は無言で瀬川の中を深く抉り始めた。

「ちょ、っと……もう……抜い、て……っ……」

　弱弱しい抗議を無視して、宮原は腰をねちねちと細かに動かす。

「……、彰文……、もう……トイレ行きたい、から……」

　少し恥ずかしそうに瀬川が呟いた。

「ああ、お前起き抜けだもんな」

　答えながらも、行為を止めない。一層脚を開かせて奥へと侵入した。

「うう……っう……」

　そのうち瀬川は諦めたのか、抗議する事も体を捩る事も止めた。無抵抗の体が投げ出される。なおざりにも思えて、不条理に苛立った。生々しい首の痕、更にその上から新しい跡をつけるように締め上げる。

「消えなく、なる……」

　流石に焦ったのか、瀬川から咎められる。無茶な要求をしているけれど、だからこそ受け入れて欲しいと思っていた。愛情を計ろうとしていた。

「……俺に、逆らうなよ……」

「彰文……、逆らってる訳じゃないから。せめてタオル……使って」

「…………っ」

　子供か犬を諫めるような口調。切迫した稚拙な駆け引きは、他愛無く跳ねのけられた。

　――バシッ！

「ぎ……！」

　宮原が睾丸を叩いたのだ。瀬川は不意な痛みに体を戦かせ、そして失禁していた。

「あ、ああ……っあ……」

　ジョロジョロととめどなく零れ、布団を濡らしていく。

「あーあ。びしょびしょ。どうすんだよ、これ」

「そんなの、……知らないっ……お前がっいきなり……、……イぃっ……」

　排尿の為瀬川の襞はぐねぐねと悲鳴をあげ、宮原はそれを味わいながら行為に没頭していった。

「やめ……っ……、離、し……っん、うう……っううーっ」

「あー、すげぇ締まる。まこ、イイんだろ。滅茶苦茶されて、感じてんだろ。なあ？」

「んあっああ……っ、もう、や……やだっ……」

　尿とは異なる粘液が瀬川の先端からこぽりと溢れた。快楽に慣らされた瀬川の肉が、持ち主の意志に反して無体を喜々として受け入れる。長い時間をかけた、唯一の成果。縋れるモノはそれぐらいしか残っていない気がするのだった。










　――ビー、ビー、ビー

　玄関から響く、呼び鈴の音で宮原は目覚めた。

「……ん……」

　使えなくなった布団から避難し、ソファの上へ瀬川を転がした。その隣で自分も眠っていた筈だったが、もう彼の姿はなかった。ハっとして顔をあげると、シャワー室から水音が聞こえてくる。やはりあの程度の拘束には意味などなかったと肩を落としつつ、まだ帰られてはいない事にホっとする。

　寝入る前、ぐにゃぐにゃの体を簡単に洗い流してやったのに、それでもまたシャワーを浴びているらしい。時計を見れば、16時を過ぎていた。随分眠ってしまっていたらしい。

　――ビー、ビー、ビー

（うるせぇな……）

　未だに呼び鈴は鳴りやまない。こんな時間にやってくるなんて、どうせセールスか何かだろう。この自宅はほとんど誰にも教えていないのだから。

　単なる好奇心で覗き穴から、訪問者を確認する。――と……。

（橋本……？）

　橋本美紀の姿がそこにあった。

（何であの女がここに……）

　心臓がギリギリと痛めつけられる。瀬川が教えたとしか思えなかったからだ。少なくとも大学の人間でここを知っているのは、瀬川だけだ。

　ドアを開けるか迷った。迷った挙句――ガチャリ、と施錠を外す。何故、どうやってここに来たのか、確かめたくてたまらなかったからだ。

「こんにちは。突然、ごめんなさい」

「……誰に聞いた、ここ」

「瀬川くんに聞いたの。昨日、ちょっと変な別れ方したから気になってＬＩＭＥしたら……宮原くん家にいるっていうから」

　やはり瀬川が教えたのだ。裏切られた気分で腸はらわたが煮えくり返る。が、表に出さず続けた。

「何で瀬川が此処にいるからってお前まで来る必要がある」

「――私昨日、見ちゃったから」

「…………」

　何を見たのか、は聞くまでもなかった。非常階段での狂行を目撃していたのだろう。

「だったら？」

「宮原くん、どうして平然としていられるの。私……これでも凄く動揺して……見ていられなかったのに」

「ハ。何で動揺する必要が？」

「ああ……、ＤＶの加害者って、自覚がないものね」

「はあ？」

「二人がそういう関係だって……知ってるし。それ自体は……私、偏見ないし……いいの。でも……」

　橋本は一旦言葉を切り、それから意を決したように言った。

「瀬川くんは、宮原くんと一緒に居たら……死んじゃいそうで怖い」

　その言葉に、初めてギクリとした。

　――死んじゃいそうで怖い

　宮原自身、考えた事がない訳ではない。いつか殺してしまいそうだ、とぼんやり思っていた。けれど第三者から言葉にされるとリアルで無意味で行き止まりのようで、その響きに存外四肢が震え始めていた。

「今日はね、瀬川くんが元気にしてるかどうかだけ知りたかったの。だから……、瀬川くん呼んで貰えるかな」

「今、シャワー浴びてるけど？　覗きでもしてくか」

「そう……なんだ。じゃあ――あがるまで待ってるね」

「図々しい女だな。さっさと帰れ」

「……っ玄関でいいから、待たせて欲しい。瀬川くんが、心配なの」

「お前には関係ない」

「でも、瀬川くんがこのお家教えてくれたんだよ。それって、私に助けを求めてるって事でしょう」

　言われたくない点を追求されて、言葉に詰まる。

「それに、私、ちゃんと、証拠も……撮ったんだから」

「……証拠？」

「昨日――瀬川くんに……あんな酷い、……暴力……ふるってたところ……動画にも、撮ったから」

「――、ンなの、どうすんだよ」

「警察に……、何か話さなきゃいけなくなった時。ちゃんと……証明できるものがあったほうが、いいから」

　警察？

　――犯罪を取り締まる組織。

　俺のしている事が……犯罪？

　混乱する。

　これまで、瀬川と宮原の間で成立してきた日常的な――「当たり前」、が第三者から断罪される。

「美紀ちゃん」

　シャワー室から出てきた瀬川の声がし、後ろを振り返った。髪は濡れていたが、昨日の服を着こみ、何事もなかったかのように佇んでいる。

「ありがとう。来てくれたんだ」

　ありがとう？　瀬川の言葉に不安が重くなっていく。

「瀬川くん……！　……首の、それ……、手首、も……」

「あ、ああ……うん」

　首や手首の痕を見咎めて、顔を青くさせる橋本。瀬川の曖昧な返答が気まずい空気を漂わせる。

「美紀ちゃん、ちょっと待ってて。俺そろそろ帰るから。一緒に行こう」

　咄嗟のことに。帰らせない為の言葉が浮かばなかった。

「彰文。じゃあ、また学校で」

　鞄を手に慌ただしく取り帰ろうとする瀬川。

「……っ」

　今帰らせてはいけない。二度と会えないのではないかという焦燥感に、全身がちぎれそうになる。

「キャアアアッ！」

　橋本の悲鳴がじんじんと響く。手の甲が……痛む。

　宮原は――気が付けば、瀬川の頬を殴っていたのだった。

「大丈夫だから。ごめん、美紀ちゃん」

「お前っ……」

　殴った本人である自分を無視し、橋本に話しかける瀬川。宮原はその胸倉を掴んだ。

「けけっけ警察っ！　……それ以上したらっ警察呼ぶから……っ!!」

　瞬間、橋本が大声で叫んだ。

　警察、警察、警察。それしか頭にないのか。うるさい女だ。

「呼べよ」

　自暴自棄の頭は、安易に投げやりな言葉を紡がせる。

「美紀ちゃん、もう帰ろう」

「まこ！」

「……お邪魔しました」

　他人行儀な言葉が、弾丸のように宮原を撃ち抜く。

「――っ」

　バタン、と玄関の戸が閉じられた。追いかけなければ、という焦りと、追いかけてどうするのか、という混乱に心が捩じられる。取返しのつかない事をしてしまったのではないか。

「まこ」

　彼を呼ぶ。けれど、懺悔を届けるべき相手は、もうここに居ないのだった。










　眠れない日々が続く。

　あれから一週間大学を休んでいた。だらりと自室リビングのソファに座って、スマートフォンを開く。ひっきりなしにＬＩＭＥアプリへ届くメッセージ。未読が百件以上たまっている。けれど、一番見たい名前が差出人欄に表示されることはない。

　殴った事を、謝ってみようか。ＬＩＭＥに一言だけでも、ごめんやり過ぎた、と。布団の中でスマートフォンを開き、瀬川へのメッセージを作ろうと文字を打ち込む。けれど、橋本は何と言うのか。今一層警戒されているに違いない自分からメッセージが届いたと聞けば……あの女は嫌な顔をするに決まっていた。瀬川から聞いていた通り、手の付けられない暴力的な男――と思われているだろう。素直に謝ったところで「その場限りだ、信じてはいけない」等と橋本が助言すれば瀬川はそちらの言葉を優先するかもしれない。二人の距離は、自分と彼が長年培ってきたそれより何倍も健全に近しいようだ。宮原は頭をがりがりと掻きながら、湿気た煙草に火をつけようとライターを探す。サイドテーブルの引き出しの奥に転がっていたライターを探し当てたが、中身はカラだったので床に投げつける。

　瀬川は橋本に、宮原の家の住所まで事前に教えていた。一体どういう心理状態であればそのような行動をとるのか、予測はつく。瀬川は、自分とのしがらみを終わらせたがっているのだ。けれど、長年膠着状態だった関係を変える事は、自分の力だけでは難しい――だから、橋本を介入させている。橋本は自分を「ＤＶ加害者」と称した。一般的に見れば……その通りなのかもしれなかった。力で屈服させている。恐怖心を餌にして、彼を支配している。自覚がない訳ではない。他に方法が分からないだけだ。

　――ガチャリ。

　ドアの開く音が聞こえた気がした。

「彰文」

　はじめ、幻聴かと思った。自分の名前を呼ぶ声が瀬川のものだったからである。聞きたくて仕方ない声だから、自らの脳が作り出した幻なのかと思った。実際、何度か瀬川の夢を見ている

「彰文、いないの」

　けれど、二度目にそれが聞こえた時、現実だと確信出来た。部屋の鍵を持っている人間は、自分以外にまこだけ。ソファから勢いよく立ち上がって、つんのめりそうになりながら玄関へと駆けて行った。

「まこ」

「……ずっと休んでるから、気になって」

　瀬川の頬に、もう殴った痕は残っていなかった。首元も――よく見なければわからない程度に薄くなっている。

「まだ、痛いか」

　近づいて、そっと頬を撫でた。怖がらせないように細心の注意を払って。

「痛くないよ」

　だが、さり気なく背を向けられる。靴を脱いで、部屋にあがる仕草に紛れて接触を避けられていた。

「急に殴ったから、美紀ちゃんびっくりしてたよ」

「呼びたけりゃ、警察でも何でも呼べばよかったんじゃねえの」

「そういう問題じゃない」

「何で、あの女に俺の家を教えた」

「家を勝手に教えたのは……ごめん。俺が、何日も学校に来ない事があったら、彰文の家を訪ねてもらうように頼んでおいたんだ。あの日は……アレの所為で、焦って来ちゃったみたいだったけど」

　アレ、のところで苦笑する瀬川。

「それであいつ――俺がお前を殺すかも、とか言ってたのか」

　自分にもし何かあれば、宮原の家に行け、なんて言われれば二人の関係性は誰でもある程度想像ができるだろう。分っていて、そこまで話したのだ。自分を切り捨てるつもりで……。

「実際そうなりそうだった。一昨日も昨日も……あんなにされたら、歩けなくなる」

　明確に目的意識を持っていた訳ではないが、もしかしたらそうさせたかったのかもしれない。何処にも行けない程痛めつけて閉じ込めてしまいたかったのかも……しれない。

「大体、後から家まで来るぐらいなら、あの場で問い詰めりゃ良かったんじゃねえの。宮原くん、ナニしてるの？　ってな」

「……俺に配慮してくれたんだ、きっと」

　大の男が、同じ男に学内でいいように犯されている。そんなシーンに割って入られたら、普通有り余る羞恥と屈辱で心に傷を負うだろう。

「怖くなって逃げた、って言ってたぜ。その程度の関心なんだよ、結局」

「そうだとしても、いいよ」

「……何が、いいんだよ」

「このままで居るより」

　バシャリ！　と冷や水を浴びせられたような気分になる。今宮原が脅えている問題の核心を突く言葉だった。

　言葉を返せないでいると、瀬川は持っていたコンビニ袋の中から携帯用保存食を取り出した。宮原がよく購入しているものだった。特に好んでいる訳ではなく、選ぶのが億劫でいつも同じ商品を買っているだけだったが、覚えて貰えている事が嬉しい。

　瀬川が離れてしまうかもしれないと疑念を抱いて以降、瀬川のちょっとした優しさを――まるで乞食のように有難がっている気がした。もう二度と貰えないかもしれない、と怖い想像を重ねると、瀬川にとって大したことではないソレすら染み入るような喜びを覚えてしまう。

「あんな女使って、俺に嫌味言って。まわりくどいんだよ」

「別に……嫌味を言いたい訳じゃない。先のことを考えたくなっただけだ」

　先。そろそろ将来を……卒業後の進路を考えずにはいられない時期にきている。特に瀬川は明確に夢がある――昔から、小学校の教員になりたがっているのだ。そんな男が、同性とのアブノーマルなセックスにいつまでも興じてなど――いられる訳がないだろう。だから、もう終わりにしたい。――そう、続けたいのだろう。

「加減して欲しいなら、可愛くねだってみれば？」

　彼の意志に気が付きながら、話をすり替える。もはや、俺という人間そのものを疎ましがっているだろうに。

　宮原は自分の中で結論付けて、怒りと悲しみを静かに燃やし始めた。

「っ……彰文。今日は、話がしたくて来た、から……」

　手首を掴んで、押し倒す。

「そういえばお前フツーのセックス、知らねえんだもんな。いいぜ、偶にはそーいう趣向でやってやるよ」

　話などしたくない。馬鹿丁寧に「ケリ」をつける為の話し合いなんて、要らない。そんな優しいケジメは宮原を生涯立ち直れなくさせるだけだ。

　首筋を舐めあげ、左手で乳首を優しく抓った。

「ん、あ、……やだ……っ」

　やだ、と言いながらさしたる抵抗をしようとしない。無駄だと諦めているのか、それとも形ばかりの拒絶なのか。後者であることを願うしかなかった。

　宮原の知っている限り、瀬川は女を知らない。女が怖い、と以前漏らしていたのだ。だからこれまで、特定の女一人と親しくしている様子はなかった。恐らく初体験を済ませる前に母親のあんな声を聞かされたことが原因なのだろう。

　でも――少なくとも橋本に恐怖心を抱いているようには見えない。あの女とであれば、性交渉を含んだ恋愛関係を築けるとでも言うのだろうか。男女であれば結婚も叶うし、子を成すことも出来る。そういえば二人共子供が好きなのだと言っていた。わざわざ小学校の教員など目指すのだから当然なのだろうが――咄嗟に、満ち足りた家庭を築く宮原と橋本が頭をよぎり、泣きたくなった。短絡的で稚拙な妄想に過ぎない。それでも、瀬川の脇腹へ舌を這わせながら涙が出そうになるのをこらえる事態に陥っていた。

「っ……、彰文……」

　排泄口に指先を忍ばせ、張り詰めた自身を舐めあげていった。普段しない丁寧な愛撫を施せば、甘い嬌声があがる。まだ知らない瀬川の体を探しているようだ。

「も……なに、……っく、ぅん……」

　すっかり自分を受け入れるための準備が整った。痛みを感じさせないように、挿入を進める。

「あ……っ……あ、あ……」

「良さそうだな、まこ……、優しくされたい気分だったかよ？」

「んぅ……っ」

　キスを落とす。体を繋げながらする口づけは、まだこんなにも……溶けそうに甘い。

「ふぁ……あ、む……ふっ」

　優しくしたいのは、自分の方かもしれない。優しくして――普通の「好き」みたいな真似をして。それで、いつまでも二人で仲良く暮らしました。そんなおとぎ話のようなこと……自分にも出来るのか、やってみたいのかもしれない。

　でも……お手本も知らないのに、どうやってめでたしめでたしまで歩いていけばいいんだろう。自分の腕の下でいつになく甘く可愛く喘ぐ瀬川を見ると、たまらない幸福感を覚えるとともに、底が抜けるような不安を感じる。

　ぐちゅっぐぷっぐちゅり、ぐちゃ。

　随分長い事腰を動かしているのに、射精まで至るような、上り詰める感覚が訪れない。ひりつくような焦燥感が徐々に膨れ上がっていく。

「あっ……！」

「っう……」

　不意に、瀬川の中がギュッと絞られる。

「イったのか」

「……、うん」

　常にない早さで瀬川が達していた。やはり、こういうセックスの方が好きなのだろうか。大事に愛撫してやって、解れたところで丁寧に挿入し、果てる瞬間まで常識的に腰を動かす。彼をノーマルなやり方で気持ちよくさせられた達成感よりも、長年覚え込ませようとしたあの秘密の行為はまるで瀬川に馴染んでいなかったのだ、という結論が虚しく広がる。

　俄かに、彼の中に埋めているペニスが勢いを失っていった。

　――ずるり。

「んっ……？」

　役に立たなくなった自身を抜き、瀬川から体をどかした。

「何で……？」

　意外で仕方ないという声で問われる。

「もういい」

「彰文は、……やっぱり、アレをしないとダメなの」

　神妙な顔で、殴る行為や絞首をしないと射精出来ないのか……と確認されている。他人が聞けば笑い出してしまう程滑稽なシーンかもしれないが、宮原には悲しく響いていた。言葉には、されたくなかった。決定的な事実となる気がしたから。

「だったら？」

「……いや……」

　その目は同情しているようにも、嫌悪しているようにも見えた。

「何だよ。お前もやっぱいつも通りじゃないと物足りねえか？」

「……違う」

　再び正面から瀬川にのしかかって、首に手をかける。

「イキ足りねぇだろ。なあ」

「さっきも言ったけど……話をしたくて来たから。だから今日はもう――」

「……っ」

　顔を横へ背け、目頭を手で押さえる瀬川。

「最後まで責任持てよ」

「えっ……」

　瀬川の後頭部――髪の毛をひっ捕まえて、四つん這いにさせ……自身の陰茎の前へ持ってこさせた。

「舐めろ」

「……」

　瀬川の唇へぐりぐりと、先端を押し当てる。瀬川は何か言いかけたが、しばらくしてから「仕方なく」といった趣で口を開き、硬度を失いかけた陰茎を含んだ。

　咥えながら、無言で、宮原を見上げる瀬川。睨まれるのかと思ったが、瀬川は――何ともいえない表情を浮かべていた。怒っている訳でも、殊更嫌そうにしている訳でもなく。ただ、こちらを見つめていた。

（なんだ……？）

　意図が分からないまま、けれど始まった愛撫に意識を集中させる。
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　フェラチオをさせたことは、数えられる程度しかなかった。けれど、決して拙くはない、丁寧な口技。宮原のポイントを押さえている。一度教えたことを忘れず踏襲する、生真面目な性格の為だろうか。それとも、宮原を悦ばせたいという気持ちも……少しはあるだろうか。

「ん、ぶう……、あ、ぅむ……っ」

　積極的に蠢く舌が、宮原を昂らせていく。単純な肉体の快楽と、健気に奉仕する姿、両方共決して悪くはなかった。悪くはないが――終わりは決して見えない。

　大体、イライラを募らせながらノーマルなセックスをしてみせたところで、瀬川の自分への評価など何も変わらないだろう。焼石に水。寧ろ……話が通じると感じ、別れを切り出しやすくなったと思うのではないだろうか。だって、もし関係を続けたいと思うのであれば、橋本に宮原の自宅を教えるより先に、どうしていきたいか宮原自身に打ち明ける筈なのだ。そうしないという事は……未来を、先を感じられていない事ではないのだろうか。

「ふっ……!?」

　瀬川の後頭部を抑え込み、喉をペニスで押し潰す。さっき固めたはずの決意も彼の為の我慢も、もう手放そうとしいた。宮原は、意思が弱いというよりも――恐怖心や焦燥感に対抗できる程の核を持ち合わせていないのだった。

「ぐううっうっうーっ」

　くぐもった悲鳴をＢＧＭにしながら、ぐりぐりと喉奥をしつこく突けば始めて頂点がちらちらし始める。

　けれど、それでもまだ足りない。もっと――もっと、彼が欲しい。もっと、自分に見せて欲しい。ギリギリを。昔から自分だけが独占してきたあの瞬間を――。

「ぁ……っ?!」

　勢いよく体勢を変える。仰向けにさせ、首を押さえつけた。瀬川の胸部に跨り、腰をつきだして再び陰茎を口内へ突っ込む。この体勢の為、先ほどよりも奥まで挿入出来るのだ。ひくつく喉ちんこが、あたたかくペニスに絡みつく。宮原は吐息を漏らした。

「うぐっううっ!!」

　突然の展開に瀬川が目を見開き、逃れようと身を捩る。喉を塞がれた上で首を絞められているのだから、相当に苦しいのだろう。けれど、この体勢から逃げる事など出来ないだろう。

「いい……まこ。気持ちいい」

「ぐっうっぶうっふっ、う、うううっ」

　腰をグラインドさせ、喉奥を犯す。無遠慮に動かす度、びくびくと瀬川の体が悲鳴をあげる。強い吐き気を催させるのだろう。瀬川の目尻から大粒の涙が零れていった。意思も拒絶も消えた、その弱弱しい反応が愛おしい。

　自分の下でどうしようもなく脆弱に息をしている可哀想なまこ。一番安心感を覚える光景。いつまでも、眺めていたい。

「がぐっうううっうっがあ、ぐ……っ」

　更にギリギリと締め上げていけば、瀬川の顔が赤く腫れあがっていく。目玉が零れ落ちそうに飛び出ている。可愛くて、味見するように眼球を舐める。まこはもう何も感じることが出来ないのか、なすがままに舐められている。

　美味しい。可愛い。不安が赤く塗りつぶされて、どんどん自由になっていく錯覚。ふわりと体が浮いたような心地がした。びゅるるる、びゅく、と勢いよく吐き出す。まこの中に。「ごぼっ」と鈍い音をさせてそれはまこの食道へ落ちていった。訪れた射精に肩で息をする。

「はあ……はあ」

　首への楔を外してやった。

　が……瀬川の反応はない。白目を剥いて――失神している。

「まこ……」

　だらしなく開いた口。何も映していない瞳。死んでいるようにも見える。

「……まこ？」

　もしかして、本当に？　何度か名前を呼び掛ける。

　それでも反応はなかった。

　遂に、ここまで来てしまっただろうか。

　橋本が危惧していたように、瀬川を殺してしまった。この手で。

　数十秒程、そんな夢に浸ってみる。

　これ以上彼に嫌われる事も拒絶される事もないのだ。虚しさがぬるま湯のように宮原を包む。

　けれど、我慢出来ず、胸に耳を押し当てればトクトクと鼓動が聞こえてきて――希望がざわざわと再び芽吹いてしまう。宮原にとって希望は不安の種であった。

「ご、ぽっ……」

　瀬川の口元からだらだらと精液が垂れ流れていった。飲み込みきれなかった分が溢れてきたのだろう。

「ガハッゴホッ……ガフッ」

　唐突に瀬川が覚醒し、上体を起こした。哀れな程に咳き込んでいる。

「……あき、ふみ……」

　目に色が戻ってくる。そこに自分が写ることは、嬉しいのに、とても苦しい。どう映っているのか分からなくて――そしてきっと、いいようには映っていなくて、悲しい。自分ばかりが彼を必要としてると実感してしまう。ざわざわが止まらない。

「俺のこと、殺したい……？」

　それは問いなのか。瀬川の中での結論なのか。どちらだとしても、宮原は答える事が出来なかった。殺したい訳ではないのだろう。けれど、生きている限り自分から逃げようとする。自立していった瀬川が「先」を考え始めて、宮原を要らない物に分類しようとする。そんなことに脅え続けていくことを考えれば、どちらかの死は一つの適切な判断に思われてしまうのだった。

　瀬川はよろよろと立ち上がって、洗面所に向かった。ごぼごぼと水音が聞こえる。口内を洗っているのだろう。

「帰れるか」

　瀬川の背後に立ち、理性を総動員して言った。自分の思考はどんどんまずい方向に悪化している。最初から褒められたものではなかったが、瀬川が必要だと思えば思う程極論に走ろうとする。これ以上、彼をここに留めてはいけない。そう教えてくれるのは、宮原の中にかろうじて残っていた良心か、或いは皆の考える「好き」に憧れた成果なのだろうか。もし後者だとするのなら、夢見てみた事も無駄ではなかったのかと妙に救われる。

「大丈夫」

「シャワー使いたかったら使え」

「……いい」

　瀬川はタオルで口元をぬぐいながら、薄く笑みを浮かべてくれた。死にそうな目に遭っても笑うのは、どういう訳なのだろうか。

　嬉しくて、縋りたくなって、その背を抱きしめていた。

「まこ。……どこにも行くなよ」

　夢の続きのように、ふわふわとした呟き。

「もう、アレはしない」

　現実味の帯びない言葉だった。宮原自身にさえ、口先だけの宣言にしか聞こえないのだ。約束を守れる自信など全く持てない。

「……うん」

　子供を宥めるような調子の返答だった。聞き流そうとしているように思われたが、それでも続ける。

「殺したいとか、ねえよ」

「うん」

　この場をやり過ごす為にか、優しく繰り返される相槌。子守歌のように響く。

　瀬川が戻ってきてくれるとは思えない。「好き」を真似ようとしても、結局動けなくなる程痛めつける以外、安寧を得る事が出来ない。

　ただ、覚悟が決まらない。彼が自分を捨てようとしていると……近い将来、離れざるを得なくなるのだと、受け止められない。だから、どうしようも出来ないと分っていても何度でも縋ってしまう。完全に姿が見えなくなってしまうまで。

「体……洗ってやる」

　傷つける以外の行為を探して、宮原はそう呟いた。










　シャワーは要らないと言っていたが、半ば強引に脱衣所へ彼を連れ出す。乱れた衣服に手をかけ、ボタンをはずしていった。

「自分でする」

　すげなく断られるが、無視して続けた。それ以上は瀬川も何も言わず、好きなようにさせてくれる。

　宮原も服を脱ぎ捨て、二人で浴室に入った。

「……ふっ」

　タオルで泡を立てて、そっと脇腹から清めていく。

「くすぐったい」

　生理的なモノだろうが、久しぶりに瀬川から笑みが零れ、それを逃すまいとしてキスをした。

「……ん……、んぅ……」

　彼が苦しくないように。せめて今は優しさだけを感じて、覚えていて貰えるように。緩慢過ぎる程ゆっくりと舌を絡めて、口内を可愛がった。

「あっ……あ……」

　胸部を撫でるように洗っていく。瀬川はそれだけで感じ入った声をあげる。こんな体で今後、女……橋本を抱くのだろうか。自分の手管で何度も快楽を極めさせてきた。でも、今も、これまでも、結局そういうポーズでしかなかったのかもしれない。だって、自分は長年脅迫者であり、処刑人であり、瀬川は被害者で冤罪を着せられた罪人だった。従う以外の選択肢などなかっただろう。寧ろ、喜々として彼がこの行為を受け入れているかもしれない、という傲慢な錯覚を何故できたのか。彼の真心にあぐらをかいて、簡単な事にいつまでも気が付かなかった。

「今も教師になりたいのか」

「……？　……そうだ、けど」

「ホモの教師なんか、どの学校にも居辛いだろうな」

「……」

「お前は正しいよ」

　未練たらしく瀬川を責める。回答に困る質問をしている自覚はあった。

　これ以上余計な事を喋ってしまわないように、後はただ黙って彼の体を綺麗にすることに専念した。終幕の後も、嫌な事ばかりではなかったと……チラリとでも思って貰えるように。










　瀬川はそれから小一時間程滞在してから帰って行った。引き留めたものの、セックス以外に何をすればいいのか分からず、ぬいぐるみのように瀬川を抱いたままテレビをつけていた。表面的には落ち着いた宮原を確認してから、瀬川がそろそろ帰る、と立ち上がった時。今度は、引き留めないでいられた。「話」をする事は諦めたのか、無言で去っていった。単に忘れているだけかもしれないが、合鍵が付き返される事はなかった。

　今でさえ本来自分は瀬川に橋本と親しくするなとか、付き合うなとか言える立場にはないのだ。自分の所有物と考えているのは宮原だけで、瀬川は逃げるタイミングをずっと伺っていたのだろう。

　シミュレーション、してみる。彼が明日にでも肉体関係を解消しようと切り出してきたとしよう。恐らく友達としてだとか幼馴染としてだとか、名前を変えて付き合いを続けようと提案してくる気がする。体のいい断り文句に過ぎないが、徹底的な絶縁を望まれるとは考え難い。瀬川らしいやり方で、残酷に終わりを迎える。そうして、後ろめたい関係を適切な「話し合い」で無事解消出来た後は、橋本と会う回数を増やし、宮原とは自然と疎遠になるような日常を送り始めるだろう。宮原に使っていた時間全部、橋本に使うようになって……橋本の名を呼び、彼女を大事に大事に抱くのだ。

　ああ、けれどどうしよう……そんな悪夢、許せる筈がない。

「許せない」

　口に出して、呟く。そんなこと、あってはならない。宮原の世界で、起きてはならない事。だったら――自分が何をするべきか。ある一方で、答えはもう出ていた。

　けれど、その答えを選んだ自分への嫌悪感は計り知れない。狂気に飲み込まれ、後戻り出来ない場所に堕ちていくばかりだろう。

　それでも。周囲から見れば狂人でしか無かったとしても、自分以外の誰かと瀬川が幸せになる世界を受け入れるよりはマシに思えてならない。これまでにない程、母の思考や行動原理を理解出来た気がした。
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　相変わらず眠りは浅かったが、とりあえず大学には行く事にした。家に一人で居てはあの「答え」ばかりを追求してしまうから。でも、瀬川には会わないように努めた。彼と対峙してもまた、アレしか答えがないのだと追い詰められるから。

　広い構内、学部が違っていれば会わないでいる事は簡単だ。それでも姿を一目見たくなり、こっそりと盗み見る事が習慣化していった。大教室の授業であれば労せず紛れ込める。瀬川の斜め後ろに座り、授業中の彼をじっくり眺めた。

「バカ、そういうのは後にしろって」

　授業が終われば、瀬川の、弾む声が聴こえてくる。

「無理無理、今すぐ俺の話聞いてよまこちゃん～」

「変な声だすなよ。次の授業、二号館だろ？　早く移動した方がいいんじゃないか」

　彼に話しかけて貰える友人らしき男が羨ましい。幽鬼のようにやつれていく宮原とは対照的に、瀬川は以前よりも溌剌はつらつと毎日を送っているようだ。そんな変化に瀬川自身が気付けば「やはり宮原とは終わるべきなのだ」と彼は決意を固くしてしまうだろう。

　橋本と瀬川は以前よりさらに距離が近くなっており、傍目には付き合っているようにも見えた。一度、遠くから二人を眺めていたら橋本と目が合った。瀬川と楽しそうに喋っていた橋本は、宮原を見るなり脅えた表情を浮かべた。が、すぐに何でもない顔をして、会釈してきた。いたたまれなくて、宮原はじわりと目を逸らす。気丈に振舞おうと……事を荒立てないように、と努める、常識的な態度の女。一方、非常識どころか、最早犯罪者と呼ぶべき脅迫者の男。わざわざ比較せずとも、どちらの人間と人生を共にすべきか明白であった。

　学内だと橋本と一緒にいるところを見なければならない為、そのうち瀬川のアパートにも足を運ぶようになった。一階にある部屋の窓は開けっ放しになっており、日常生活を送る彼がよく見えた。食事をしたり洗濯をしたりしているだけの光景だったが、飽きずに眺めていられた。睡眠不足の為朦朧としている頭。幻覚を見ているような、触れられない蜃気楼を眺めているような……一切がうまく考えられなくなっていく。そういえば、ここのところ空腹を感じないので食事をほとんど摂っていなかった。
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「あっう……みやは、……みやはら……もう、入んない、からあ……っ」

　宮原の自室。大きなパソコンディスプレイに、瀬川の痴態を映し出していた。今から三年と少し前――まだ大学に入学する前の動画だった。彼自ら腿裏を手で押さえ、大きく脚を開いた体勢で……宮原のペニスを咥えこんでいる。

「い、い、ひ……う……っううっ」

「まこ」

　思いの外、優しく瀬川の名前を呼ぶ自分の声が流れてくる。

「名前。俺の、呼んで」

　もう、瀬川が好きだと白状したと言っても過言ではないような、縋る声だった。瀬川はしばし逡巡してから、望んだ通り「彰文」と音にした。

「いい子」

　射精間近の、瀬川のペニスを愛撫しながら口づける。

「ん、ふ……うう、う、ぅむ……っ」

　しばらくキスを楽しんでから、瀬川の首に手をかけていく。キスの延長、恋人同士の営みの一部だとでも言いたげな仕草で。

「……まこ」

　再び、彼の名を呼ぶ過去の自分。何か言いたげに、語尾を揺らめかせながら。

（好きだ）

　――そうか。俺は、この後にそう続けたかったらしい。

　この時、きちんと告げていれば今のような事態にはなっていないだろうか。けれど、確かめられなかった。好きで、愛しているのに、殺すような真似をやめられない。そんな男でもいいのかと、赦しを請うように自分を晒す事が出来なかった。だから、瀬川を罰しているフリを続けていた。

「あきふみ」

　画面の中の瀬川が、甘く自分を呼ぶ。現実の宮原は徐おもむろに独り、自身の男根を扱いていた。ごしごしと上下に動かす。けれど、立ち上がる気配は訪れない。

　彼の中に入りたい。彼の体温を感じたい。思わず平面の頬に触れてみたが、予期していた通り、無機質な感触が宮原を突き放すばかりである。

　この時に戻っても、初めてセックスした時に戻っても、自分が瀬川をきちんと愛し、彼が逃げないようにする事は出来なかったように思う。どこからやり直せばいいのだろうか。あの女の息子に生まれた時点で負けていたのだろうか。

　宮原は終ぞ達する事が出来ず、かと言って眠れる事も出来ず。暗闇の中、一晩横たわってただ息をしていた。過去の動画を何度も何度も――エンドレスに再生させながら。










　翌日、瀬川は三限が空きだった。瀬川は橋本と連れ立って学食に行く。宮原もストーカーよろしく後をついっていったところ、その席へ偶然河田が合流する。自分も適当に料理を注文しつつ、更にその様子を背後から眺め続けていたら河田に存在を気が付かれ、声をかけられた。

「アキも一緒に食べようよ」

　瀬川と橋本は微妙な表情を浮かべていたが、宮原は気が付かないフリで河田にされるままそのテーブルへ座った。彼と対峙すれば自分が「悪化」すると解っていたが、久しぶりに瀬川の顔を正面から拝める……その誘惑に勝てなかったのである。

「アキと真人くん、喧嘩でもしてるの？」

　二人の様子が明らかにおかしかったからだろう、河田がいきなり切り出す。宮原が答えないでいると、瀬川が「そう見える？」と苦笑しながら答えた。

「見えるよ。ってかさ、真人くんって美紀ちゃんと付き合ってる？　それが原因で、アキと気まずくなっちゃったとか？」

「何でこいつらが付き合ったからって……俺と気まずくなるんだよ」

　瀬川の回答を聞きたくなくて、思わず宮原が先に口を開いていた。

「アキと美紀ちゃんを取り合って～とか。あとは、真人くんが美紀ちゃんにばっか構うから友情にヒビが入ったとか」

「私達、付き合ってないよ」

　すかさず橋本が口をはさむ。

「そうなの？　でも最近ずっと一緒にいるよね」

「……まあ……、確かに……そう、かな？」

　橋本はうっすらと頬を薔薇色に染めつつ、意味ありげに瀬川を見上げる。

「うん。そうかもね」

　瀬川はその視線を正確に受け取って、微笑み返した。しばし二人が見つめ合う。

「え。やだ～めっちゃ甘酸っぱいんですけど！」

　囃はやしし立てるような河田の相槌に、宮原は昏倒するような想いだった。

「お似合いじゃない？」

　無言でいたら、同意を求められる。今すぐにでも意識を失ってしまいたい。

「別に」

　やっとのことで答えながら、俯く。口をつけていない月見うどんからささやかな湯気が立ち上がってきて、宮原の頬をぬるりと撫でた。箸を突き入れて、食べるフリを始める。無言を貫けるように。うどんは伸び始めていた。胃がぎゅうぎゅうと苦しく、いずれにしても口の中へ運ぶ気にはならない。

「卒業したら二年ぐらいは貯金期間かなあ。でー仕事にも慣れてきたところで、同棲、結婚！　ってとんとん拍子に進んじゃいそう」

「気が早すぎるよ、梓ちゃん」

「先生同士の家庭とかめっちゃ堅実で憧れる～」

　まんざらでもない橋本の照れ交じりの制止によって、河田は寧ろ勢い付いて続けた。援護射撃のつもりかもしれない。橋本が瀬川へ恋心を抱いている事は先までの反応から見て明らかだったから。

「ねえ、真人くんは子供絶対欲しいひとだよね？」

「……そうだね。出来たら欲しいな」

　宮原の、ぐちゃぐちゃとうどん卵をこね回していた箸が、ぴくりと止まる。

「やっぱり。子供、好きそうだもんね真人くん」

「うん。大好き」

　橋本が「……私も」と控えめに相槌を打つ。

　――結婚。

　――家庭。

　――子供。

　紡がれる度、いちいち横っ面を殴られているような心地がした。同性同士では手に入らない未来を立て続けに提示される。予測していた未来でも、本人達の口から語られては威力は何倍にもなって宮原をとことんまで打ちのめす。

　ひとしきり瀬川と橋本の未来が語られた後、話題は河田の合コン話へと移っていったが……既に虫の息の宮原にはもう何も聞こえてはいなかった。
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　それからも、懲りずにストーキングを続けた。この二週間、毎日瀬川のアパートまで足を運び、彼を何時間でも観察する事が日課となっていた。

　今日も、瀬川のアパートの前に居る。季節はいよいよ真夏を迎え、十六時を過ぎても陽射しは強い。汗が流れ出ている感覚はあるものの、暑いのかどうかはよく分からない。残念ながらカーテンで閉め切られている窓をさっきから一時間以上ぼんやりと眺めていた。恐らくもう帰宅している時間だと思うのだが……宮原のストーキングに気が付いて、警戒しているのだろうか？　でも……危害を加えてもいないし、不法侵入をしてる訳でも、無言電話などをかけている訳でもない。ただ、何気なく生活しているまこを見て、一緒に過ごしているという錯覚を、夢を見ていたいだけだ。遠くから眺めるぐらい許してくれたらいいのに。

（もう、俺が見てるってだけで嫌か）

　心中で問いかければ、じわじわと目頭が熱くなっていた。涙が溢れそうになっているのだと気付く。道の往来で、大の男が泣いていたら第三者から不振に思われてしまう。

　帰ろうか、と考える。けれど、今日はまだ一度も瀬川を見ていない。ポケットに手をいれれば、しばらく使っていないこの部屋の合鍵がちゃり、と指先に触れた。お守りのように持ってきたそれは、激しく宮原を誘惑する。今会えば、導き出してはいけない「答え」を彼に突き付けてしまうだろう。下卑た考えが繰り返し浮沈して、そのうちに溶けて澱み、毒のように体中へ巡っていく。

　気が付けば、宮原は見慣れたそのドアを解錠して入室していた。自分はもう二度と戻れないところへ転がり落ちていくのか、とぼんやり思いながら。

　ギィイイ……

　何度も訪れている部屋なのに、緊張している。

　薄暗い部屋。瀬川の姿は見当たらない。今日はバイトも入っていないし授業も早く終わったはずなのだが。

「彰文か？」

　よく響く声に肩を震わせる。後ろから聞こえてきた。

「まこ……」

　いつの間に背後にいたのか。入室した時は気が付かなかった。

「……久しぶり」

「そうだな」

「彰文からしたら……久しぶりじゃないだろ」

「どういう意味だよ」

「そのままの意味だよ。毎日、この家の前で俺のこと見張ってたでしょ」

　背中に冷たい汗が滴る。やはりバレていたのだ。そりゃあ、そうか……バレないようにしなくては、という配慮が徹底してたとは自分でも思えない。ただ地縛霊のようにそこへ突っ立っていただけだ。

「合鍵、返して欲しい」

「なんだよ、急に」

「急じゃない。分ってただろ」

「知らねえ」

「彰文。どこまで俺を無視すれば気が済む？　こんな終わり方は嫌だ」

　瀬川らしくない、きっぱりとした言い方で切られる。久しぶりに対峙出来た喜びを感じる隙も無く、拒絶される。

「そんな奴と何年も何年もバカみてぇにセックスしてきたのはお前だろ」

　わざわざ、瀬川の心を逆撫でするような言葉を選んで、少しでも時間を稼ぐ。どうせもうすぐ、別れたい、二度と会いたくないと言われるのだから。

「…………」

　けれど瀬川は逆上もせず、そのまま宮原を無表情で見つめている。

「もう、やめよう。俺達は一緒にいても、いいことない」

「なんだよそれ……」

　ドラマや小説で使い古されたような台詞に、指先の震えが止まらなかった。いいことはない。先がない。だから――だから、瀬川の中で結論は出ているのだ。

　意識が遠のきそうになる。ガタガタと震えだす指で煙草を取り出し、ぎくしゃくとした動きで火を付けた。煙を吸い込み、出してはいけない「答え」を自分の中で馴染ませる。選んではいけない「答え」を、彼にぶつけようと思い切る。

「少なくとも……、お前は俺と離れる方が悪い事づくめだと思うけどな」

「……どうして、そう思うの」

「お前が俺を咥えこんで、絞められてイキまくってる動画。ネットにでも流されたら困るんじゃねえ、か」

「なっ……」

「ほら、これとかな」

　スマートフォンを取り出し、動画フォルダを開く。用意していた動画の、再生ボタンを押した。

　――あきふ、み……もっ……

　――もう、イキたい……っ

　――絞めてっ……もっと、絞めて……

　自分に縋る瀬川の声が大音量で流れ出す。惨め過ぎる、表層的な脅迫。十年近く継続してきた関係性を以てしても、導き出せた答えはコレしかなかった。

「嫌々ヤってます、って声じゃねえだろ？　これ」

「こんなの……相手がお前だってわかる。彰文にとっても都合悪いんじゃないか」

「ンなの編集で何とでもなるだろ」

「……」

「ネットの前に、大学のメーリングリストにでも送るか。ああ、来年教育実習先も決まったら挨拶代わりに送ってやるよ」

　緊張と自己嫌悪で声が掠れていく。誤魔化すように煙草の煙を吐き出していた。

「俺のこと……脅してるのか」

「別に？　俺はただ、あり得る話をしてるまでだ」

「彰文……」

　瀬川の瞳から悲しみと失望が溢れ出す。

　彼が自分を一度でも好きだと思った事は、あっただろうか。もしもほんの少しでも好意を持ってくれていたとしても、今この瞬間消失していってしまうのだろう。

　あまりの寂しさから、脅迫者らしくない嗚咽を漏らしてしまいそうだった。

「どうするのが一番いいか、よく考えろよ」

「――彰文。こんな事して、楽しいのか」

　瀬川の声は、冷静だった。

「俺が脅しに屈して従ったら、それで満足？」

「……別に」

「じゃあ、何でここまでするんだ……」

　冷めた眼で宮原を見る瀬川。確かにあった筈の、ささやかな情さえもうどこにもない。これ以上嫌われる事などもうないだろうという程の、自分への不快感が空気を伝ってこちらまでびりびり届く。

「ネットにでも、学校にでも。流したければ流していいよ」

「……は？」

　思ってもなかった反論に驚き、宮原は煙草を落としそうになった。

「お……お前が思ってる以上に……、……不便だろ。そんなことになったら。大体、……教師になんかもうなれねえだろ……」

「仕方ない。どんな事になるか、想像するだけで怖いけど。結局自分で選んで、お前と一緒にいたんだから。自業自得だよ」

　責任を宮原に求めようともしない言い草に目の前が真っ赤になる。

　あっ、と思ったら、瀬川に煙草を取り上げられていた。手早く、台所の流しに捨てられる。

「教師は無理でも、何か出来る事はあるよ。……きっと」

　背を向けつつ――自分に言い聞かせるように呟く瀬川。その自律した決意に打ちのめされる。宮原には、瀬川がすべてなのに。瀬川には世界が、道がいくつも広がっているように思われた。

「他にどうしろって言うんだよっ」

　――ガタン！

「あっ……！」

　背後から瀬川へ覆いかぶさって、そのまま押し倒す。木造のアパートがドスン！　と揺れた。

「楽しい訳あるか……お前にビビられて、嫌われて。満足するかよっ！」

　でも、どうしても、こうなる。正しく愛してあげることが出来ない。みんなみたいに「好き」を伝えられない。出来損ないの癖に、人一倍欲しがる。それが二十年かけて作り上げられた、うざったい自分という矮小な人間だった。

「俺は変われない。変わり方なんか、分る訳ない」

　会話の脈絡がむちゃくちゃだったが、立て直す事が出来ず、自分本位な言い訳をだらだらと重ねる。

「でも……っお前は傍にいろよ……、これまでずっとそうしてきただろう？　今まで通り、これからもそうしてろよっ」

「どうして、俺がそんなことしなくちゃいけないの？」

「どうして……どうしてって……」

「答えろよ、彰文」

　腕の中で、ぐるりと瀬川が正面を向き、宮原を見ていた。いつになく強い口調で問われる。

「そんなこと……何で聞きたいんだよ……」

　言いながら、遂に涙がこぼれてきた。もう涙腺も感情も、全く制御出来なくなっていた。子供みたいに、感じた事をそのまま吐き出すしかない。

「お前はどうせ、離れていくのに」

　まっすぐに自分を射抜く瀬川の視線が怖い。怖くて、拳を振り上げた。

「……っくそっ……」

　殴りたくなどない。痛い想いをさせたくない。傷つけたくない。好きだと言って、優しいキスがしたい。優しくされたい。

　力で押さえつけて、顔が変わる程殴って首を締め上げたい。泣かせて、自分よりずっと弱い存在なのだと思いあがっていたい。

　どちらも、同時に宮原の中に座している感情であった。

「殴ってもいいよ」

「……あ？」

「我慢しなくてもいい」

「え……？」

「でも、答えて。どうして傍にいて欲しいんだ？」

　意外過ぎる瀬川の言葉に動揺する。一体彼は何を聞こうとしているんだろう。何が起きているんだろう。

「そんなこと……わかるだろ……」

「分からない」

「っもう……っ勘弁してくれよ！」

　瀬川の眼には、怯えも侮蔑もなかった。ただ、強者の輝きを持っていて、答えなければならない気分にさせられる。組み敷いているのは自分なのに……逆らえない。おずおずと口を開いて、言葉を探していた。

「おっ……俺は……、お前がいないと、ダメなんだよ……」

「ダメって？」

「何も、手につかない。何もない。何も出来ない。お前が……いないと……、いっ生きてる、意味が……ない」

「――彰文…」

　腕の下の瀬川が、微笑む。

　その指先が宮原の方へと伸びてきた。どういう事態に陥っているのか分からずされるがまま、頬を撫でられる。

　そうして、瀬川の口元がパクパクと動く。音にならない息の声で「かわいい」と言っているように思われた。

「美紀ちゃん。ねえ可愛いでしょ、俺の彰文」

「……え？」

「出てきて、早く」

　――ドン！

　瀬川が仰向けに倒されたままの体勢で手を伸ばし、頭上に位置する押し入れを勢いよく叩いた。

「ごっごめん、なさい……っ」

　ガラリ、と押し入れが開いて……困惑の表情を浮かべる橋本美紀が現れた。

「何で…、ここに」

　宮原は驚いて、咄嗟に立ち上がる。同時に、瀬川の体が自由になった。

「最初から居たよ。彰文が来たから、ここに隠れて貰ってた」

「あの……、瀬川くん、これって、どう……いう……？」

「美紀ちゃん、ほら見て。彰文……、俺と会えないってだけで、こんなに痩せちゃった」

　瀬川は宮原のＴシャツをたくしあげ、浮いたあばらを触って見せながら説明した。事態を把握できず、植物のようにただ突っ立っている宮原はされるがままだ。

「美紀ちゃんも聞いてたでしょ。俺が居ないと、ダメなんだって。ね？　彰文、そうだろ」

「……まこ」

　何かしゃべらなければと言葉を探したが、瀬川の名前を呼ぶ程度のことしかできなかった。

　――と……次の瞬間。

　――ゴッ

「ぐっ……?!」

　頬に鋭い痛みを感じた。

「きゃあっ！」

　橋本の悲鳴があがって、一拍おいてから自分が殴られたのだと気が付いた。衝撃で、床に尻もちをつく。

「彰文。答えろよ」

「な……？」

　――殴られた？　俺が？　まこに？

　殴られた事は、分かった。ずきずきと口元が痛むからだ。しかし、ここにいる瀬川真人が自分を殴ったのだと、にわかには信じられなかった。

「瀬川、くん……！　いきなり、何してるの……っ?!」

「何って、美紀ちゃんに分かって貰いたかったくて。ほら、殴り返そうと思えば、こうしていつでもできるから……警察になんか行かなくてもいいってこと」

「そっそんなことっ……く、くちで説明してくれたら分かる、から……」

　橋本は声を震わせて、言葉を紡いでいる。どう返せばいいのか分からないまま、けれど何か言わなければ、といった様子だった。

「大丈夫？　宮原くん……」

　倒れ込んだ宮原の方へ駆け寄って、殴られた痕をじっと見つめる橋本。血は流れていないようだが、赤く腫れている。

「大丈夫だよ。俺が診ておくから。それより、悪いんだけどそろそろ帰って貰ってもいい？」

　瀬川の強い語調と異様さに気圧されて、橋本はその言葉に素直に従った。

「今日はわざわざ来てくれてありがとう。またご飯行こうね」

　そう言って、瀬川は橋本を部屋の外へ追いやる。橋本の目は大きく見開かれ、今にも泣きだしてしまいそうに潤んでいた。

　ガチャリ、と瀬川の手によってドアが閉められ、二人きりになる。

「ごめんな」

　瀬川が切り出す。その言葉によって、宮原は自分が彼にされたことを思い出す。いや――本当に彼がしたことなのだ、と……実感し始めた、と言った方が正確か。未だに痛むその場所に指先でそっと触れる。

「お前……」

「彰文……傷ついた？」

「っ……？」

　違和感を覚える。「傷ついた？」――物理的な傷を負った人間にかける言葉には、思われなかったからだ。殴った事についての謝罪ではないのだろうか。

　瀬川が一歩、また一歩踏み出して、起き上がれないままの宮原に近づいてくる。実際にはもっと短い時間の中で行われた動作なのだろうが、宮原にはスローモーションのように感じられていた。
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「彰文は、俺のことが好きでたまらないって誰にも知られたくないのに……バレちゃった」

　いつの間にか。瀬川の指先が宮原の頬に、口元に触れられている。

　ぬるり、と生ぬるい感触が走った。瀬川が殴った事でつけられた傷痕を、舐められている。

「……ごめんね」

　頭に入ってこない、繰り返される謝罪。

「な……なんで、……こんなこと……した」

「こんなことって？」

「橋本が居るって、分ってて、お前――わざと……俺を、追い詰めて」

　瀬川の言う通り。宮原は、誰にも知られたくなかった。自分が――この男に依存しきっている事を。少し離れたぐらいで、痩せ細ってしまう程……執着している事を。こんなにも弱い生き物である事を。

「美紀ちゃん、彰文のこと警察に言うって聞かなかったから。だから、こうして見せてあげたんでしょ。彰文なんて全然怖くなんかないよ、って」

「……嘘を……吐くな。こんな真似、してみせなくたって……あの女は、お前の言うことなら、おとなしく聞いた……だろ」

　確かにお節介で……強引さはあるが、ごく良識的な女だ。本人の了承なしに強引な真似はしないだろう。

「ふ」

　宮原の指摘に対し、瀬川はただ薄く笑ってみせただけだった。いつもの笑みと似た……けれど確かに違う光を秘めた瞳。怖い、と思うのに、やはり愛しくてたまらなかった。可愛かった。

　混乱と同じぐらい、自分の目を見て、言葉を返してくれる事についての喜びが押し寄せてくる。それは癖なのか、それともこの――初めて見る瀬川を受け入れようと無意識に努めている表れなのか。

「彰文。見て」

　瀬川が自身のスマートフォンを取り出し、宮原の眼前に持ってくる。

「あの動画。美紀ちゃんに送って貰ったんだ」

　大学の非常階段で及んだ行為。「暴力の証拠」として撮影したと橋本が言っていた動画だろうか。脅しではなく本当に撮っていたらしい。

「これ、可愛いだろ。気に入ってるんだ」

　どうやら宮原を指して言ってるらしい。自分の醜悪な姿を見せられて、可愛いと思える筈もなかった。

「彰文、泣きそうな顔してる」

「…………」

「これ観て、三回ぐらい抜いた。昔の彰文みたいで、凄く興奮する。初めてした時みたい」

　あけすけ過ぎる感想と告白。この台詞を発しているのは、本当に瀬川真人なのかどうか疑わしい程に。けれど届く音は確かに瀬川の声で、しかも食事や天気の話でもするように、穏やかだった。

「ネットにあげるんなら、これにしたら」

「……本気で言ってるのかよ……」

　今の発言に限っての感想ではない。さっきからずっと、違和感を覚えている。

「本気、って。彰文が言ったんだろう。ネットにエッチな動画やら写真やらあげてやる、とかなんとか。だから、俺は構わないって、そう答えた」

　確かに、そう言っていた。でも……、でも。意味合いやニュアンスがまるで違うのではないか。さっきは――苦し気に、宮原を避難する目で見ていた。けれど今は、静かな好奇心に満ちた表情で宮原を射抜いている。出来るものなら、やってみろ……という挑戦的な色も重なっているように思われた。

「別に俺は、他人に見られて興奮するタチじゃないけど。彰文が愉しめるんなら、付き合うよ」

　愉しむ為に公開すると脅した訳ではないのに、からかう調子でそんな風に言われてしまう。恥ずかしさから頬が熱くなった。

「お前……俺を、からかってるのか」

「からかってなんかない」

「じゃあ、何だっ！　さっきから……何が言いたいんだよっ！　全部、……全部嘘だったのか！」

　宮原の知る瀬川真人という人間は幻だったのだろうか。嫌々従っているように見せていたのも、脅しに怯えてみせたのも、全部演技で、本当は心の中で舌を出して笑っていたのだろうか。一体何の為に？　馬鹿にして、楽しむ為に？　一人で勝手に慌てて衰弱してストーカーのようになって理性を失っていく姿を見たいが為に？

「彰文。落ち着いて」

「……てめえっ」

　咄嗟に――瀬川の顔を殴っていた。ぺちん、と情けない音。力がうまく入らず、それは子供が駄々をこねるような仕草にも似てしまい、羞恥心を煽る結果になる。

「……すぐ、手が出る」

　低く、怒りを含んだような瀬川の声にギクリとする。思わず、殴られた事を思い出していた。宮原は散々瀬川に暴力をふるってきた癖、彼が反撃してくることを想定したことがなく、先ほどの痛みは脅威となっていた。

「おっお前だって……俺の事、殴っただろう」

　非難めいた形で、声が揺れた。

「普段、散々俺を殴ってる癖に――たかだかあれぐらいの事が、そんなに怖かったの？」

「―――っ」

　また、殴りそうになる。でも、指摘された通り怖くて、その拳は震えるだけにとどまった。

「彰文は、俺が居ないとダメなんだろ」

「何っ……」

「さっき、そう言ってた。俺が居ないと、生きてる意味がない、って」

　揶揄するようでも嘲笑を浮かべるでもなく、真顔で言う瀬川。情けなくて、居たたまれない。しゅわしゅわと蒸発して消えてしまえればいいのに。

「だったら何だっ」

「自分のこと、ちゃんと理解出来て良かったね」

　言い聞かせるような……諭すような語調。瀬川はまっすぐ宮原を見て、続けた。

「彰文は、自分の事全然分かってないからイライラする。就活は金融系に絞る、だって？　馬鹿言うな。未だに独身じゃ出世が難しくなるような業界、合ってる訳ない。女なんか――いや、俺以外じゃイケない癖に、どうするつもりでいる？　今も悪あがきみたいに女と寝ようと頑張ってるみたいだけど、無駄なんだろ。周りからのプレッシャーに負けてよく知らない女と結婚して、それでもびくびくしながら俺のこと抱くのか？　二週間俺と会わないだけで神経症にでもなりそうな彰文が、そんな生活耐えられる筈ない。そのうち、ストレスで倒れるのが関の山だよ」

　講義のようにすらすらと宮原について語る瀬川。表情は怒りのような……憤りのようなものを称えている。

「でも、これでやっと少しは分かったでしょ？　俺と離れる人生設計なんて立てちゃダメだって」

　――これで、やっと。

　ひっかかりを覚える台詞だった。

「お前……」

　宮原に諭させる為に、まさか――。

「分かってないなら言ってやる。俺は、彰文を手放すなんて一度も考えた事はない」

　疑念をあっさり白状されて、宮原は目を見開いた。手放すなんて考えた事はない……、言い切られ、瀬川の意外な想いの深さに驚く。

「……お前、自分が普段、俺に何されてるか分かってるのか」

「セックスしてるだけだろ。昔からのやり方で」

「ほ、他と比べて……おかしいって思わないのかよ」

　外でもお構いなしに、乱暴に犯されて。殴られて、失神する程首を絞められて。異常だと思わないのか。

　自分がしておきながら、妙な質問をしてしまう宮原。

「おかしいのは、彰文だ。どうして何年も同じことしてる癖に、未だに迷う？　俺をこんな体にしておいてさ。それでも迷って、挙句女ひっかけて、結局出来ないの繰り返し。いい加減、腹が立つ」

「お前……今までそんな事……、一言も言わなかっただろ……」

「言って欲しかった？　お前はどうせ女となんかできないんだから、諦めろ、って？」

「そ、そうじゃねえよっ！　他の奴と、するな、とか……その」

「ああ、妬いて欲しかったんだ」

　女々しい内面をずばりと言葉にされ、宮原は俯いた。でも、本当の気持ちだった。妬いてみせてくれたら、少しは……瀬川の事が分かった。

「俺は女なんかどうだっていい。お前に腹が立つって言ってるんだ。どうせ俺の物なんだから、ジタバタしないでいい子にしてればいいのにって」

　不意に。ぐい、と手首を掴まれる。

「今まで彰文に何も説明しなかったのは、言えばお前が逃げるからだ」

「……逃げるって。何で、俺が」

　逃げたいのはお前の方じゃないのか、という意味で宮原は瀬川を見た。すると、ふ、と彼の目が細められる。柔らかに笑っていた。

「俺はもうずっと昔から決めてる。彰文以外要らない。彰文以外試そうとも思わない。でも、お前は腹が決まってないから。だから、本気で俺が手に入るかもって解ったら、びびって逃げてただろう。逃げなかったにしても、未練たらしくだらだら女と寝てた筈だ。どっかで、まだ『俺はまこナシでもやっていける』なんて曖昧な希望に縋って。そんな真似、いつまでも許していられない」

　だから、わざと突き放して宮原自身に気が付かせたと言うのだろうか。一見理にかなっていないようにも思えるが、実際瀬川の目論んだ通りに事は運んでいた。

　そもそも、瀬川の言う宮原像は真実をついている。自分自身ですら最近やっと解った部分も、彼はとうに把握していた。あまりにも的確で、最早、怒りも沸かない。進路についても、普段の行動についても。宮原に関しての分析は、宮原以上に的を得ていた。

　だからこそ、疑問が生じる。

「そこまで馬鹿にしておいて……何で一緒に居たいとか思うんだよ……」

　呆れるほど臆病で弱い男を、過大評価する事もなくそのまま受け止めている瀬川。一緒に居る価値などどこにあると考えているのだろうか。

「馬鹿になんかしてない。彰文が好きだから、よく見てるだけ」

「……っ」

　好き。

　彰文が好きだから……。

　初めて言われた台詞に宮原は不覚にも涙ぐんでいた。

　そうか。まこは、俺のことが好きなのか。そうか……。

「彰文は、可愛いよ。迷子みたいにいったりきたりしても結局俺の事しか好きになれなくて、俺の後ずっとついてきて、ちょっと目を離しただけで死んじゃいそうに弱って。こんなに可愛い子、他に居ない」

　口元を綻ばせながら、瀬川が言う。今まで言えなかった分をまとめて告白するように。

「可愛いって……」

　下されたことのない評価に戸惑い、苦笑する宮原。たまっていた目尻の涙が揺れた。

「好きって言われて、感激して泣いてるとこも、可愛い」

「っ！　違う」

「違わない」

　べろり、と涙を舐めとられる。

「彰文。好きだよ。俺も……、俺の方が。会えなくて、凄く寂しかった」

　そして、瀬川から深く口づけてきた。

「ん……」

　久しぶりの、瀬川とのキス。それだけでイキそうになるぐらい、夢のように気持ちよかった。ちゅ、ちゅ、と何度も何度も唇を、舌を重ねる。

　瀬川がいつになく積極的に舌を吸うので、興奮で前が張り詰めてきた。痛いぐらいだ。すると、瀬川の指先がジーパンの上から宮原自身をやわやわと揉む。

「……して。彰文……もう、我慢できない。俺だけを見てよ」

「まこ……っ」

　瀬川の衣服をすべて剥ぎ取り、全身へ舌を這わせていく。久しぶりの、まこの匂い。感触。初めての時のように、中心と同じように四肢までがドクドクと脈打ち、一つ一つの動作が恐ろしく拙くなってしまう。

　それでも感度のいい瀬川の肌はすぐに反応して、宮原の欲しかった声を聞かせてくれる。嬉しくて……愛撫しているだけの宮原まで快楽を共有しているような気持ちよさがあった。我慢できず、すぐに後孔へ指先をしのばせた。久しぶりの行為だが、そこはやわやわと穏和に宮原を包み込み、歓迎してくれる。

「きもち、いい……あきふみぃ……」

　瀬川の屹立はおもらししてるみたいに先端から蜜をあとからあとから零していく。

「大丈夫だから、すぐ、挿れて……彰文で、掻き回して」

　瀬川は開脚し、自分でも排泄口へ指を這わせて、拡げて見せる。いつ準備していたのか、すっかり男を受け入れられる形に出来上がっていた。思わず喉が鳴りそうになる。

「彰文が入って来なくて、ずっと寂しかった」

　涙声でそんな風に懇願されて、煽られないではいられなかった。

「あ、ああっっ」

「っう……！」

　一息に剛直で貫けば、瀬川の腹がびくびくと踊る。搾り上げられるような内壁の動き。まるで意志を持った生物のように彰文の先端を飲み込んでいく。気持ちよすぎてのぼせてしまいそうだった。

　ぐっと息をつめてゆっくり瀬川の中を荒らし始める。

「い、ぅ……あ、あっ……気持ちい、い……っああっ……」

「まこ。まこ……」

「ひっ、あっうっふぅううっうっ」

　ぐりぐりと回転させるように最奥をつけば、瀬川が体を突っ張らせて咽ぶ。

「好きだ。俺はお前のこと、ずっと……好き」

　宮原は、言ってしまいたくて溜まらなかった言葉を遂に吐き出していた。響きに満たされて、一層の快楽を暴いていく。

「彰文……」

　腕の下で瀬川が優しく微笑み、褒めるみたいに名を呼んでくれた。その表情が、声が溜まらなく愛おしくて嬉しくて――ぼたぼたと大粒の涙を落としながら、彼の首をぐるりと両手で囲っていた。それでも彼が笑みを解かない事に、勇気づけられる。この行為が、自分がまるごと肯定されている。こんなに気持ちいい事は他にない。

「ああ、言い忘れてた」

　瀬川の声は朗らかだった。彼の頬は、宮原の落とした涙でキラキラと光っている。厳かに美しい。

「うん？」

「もし俺が死んじゃったら、彰文もすぐおいでね」

「―――」

「一人で生きるなんて、彰文には似合わないから」

　一筋の確かな線が宮原の中に通った気がした。

　その通りだった。もし殺してしまったら、自分も命を絶ってしまえばいいのだ。どうして、今まで彼を殺したいと望みながらも、死んだらどうしようかとか、殺してしまったらどうしようと脅えていたのだろう。彼がいない世界に未練などないのに。

「そうだな」

　素直な宮原の返答に、瀬川は「いい子」と言い、唇を撫でてくれた。

　瀬川には、さっきから一部の間違いもない。正しさに輝いている。逆らおうという気がなくなっていく。自分のつまらない意思など捨ててしまいたい。仕事も、愛も、死さえも。瀬川だけを見ていれば、心配は要らないのだ。親の言いつけを守る子供のように、満ち足りた従順が拡がっている。

「彰文、愛してる」

　宮原はすべての不安を捨て去り、幸せな答えに没頭していった。
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